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新しく行われる事業はなに？

億円を可決！107 億円を可決！

2松川町議会だより No.1392018. 4.15

観
光
と
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
を
重
点
に
！

　
３
月
定
例
会
は
、
２
日
か
ら
23
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
に
つ
い
て
は
、

各
委
員
会
で
慎
重
審
議
を
行
い
、
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多
数
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
一
般

会
計
予
算
は
、
前
年
度
に
比
べ
１
億
8
千
万
円
、
2.9
％
減
の
60
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
大
幅
な
増
収
が
見
込
め
な
い
状
況
下
で
、
臨
時
財
政

対
策
債
約
２
億
円
、
基
金（
貯
金
）を
１
億
４
千
万
円
繰
り
入
れ
た
、
厳
し
い
財
政
配
分
と
な
り
ま
し
た
。

予算議会
３月定例会
予算議会
３月定例会

このまちに住んでよかった と実感できるまちづくりこのまちに住んでよかった と実感できるまちづくりこのまちに住んでよかった と実感できるまちづくり

億円を可決！

●観光地域づくり推進事業 6318万円
●景観計画策定委託 500万円
●防災用備蓄倉庫整備 821万円
●防災行政無線更新工事 1億8000万円
●農業経営スクール開講 360万円
●名子児童館冷房設備、日よけ設置
 397万円
●高校生相当年齢まで医療費窓口無料化
　８月より300円で受診可能になります。
 

●観光地域づくり推進事業 6318万円
●景観計画策定委託 500万円
●防災用備蓄倉庫整備 821万円
●防災行政無線更新工事 1億8000万円
●農業経営スクール開講 360万円
●名子児童館冷房設備、日よけ設置
 397万円
●高校生相当年齢まで医療費窓口無料化
　８月より300円で受診可能になります。
 

松川町　本会議　会議録

躍動に期待！観光を通じたまちづくりがスタート

本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。



（借金の返済）

億円を可決！107107107

〇
道
路
の
整
備
、
維
持
管
理
等　
　

3
億
8
2
0
0
万
円

〇
町
体
耐
震
補
強
工
事
設
計　
　
　
　
　

1
4
0
0
万
円

〇
下
伊
那
赤
十
字
病
院
運
営
費
補
助　

1
億
2
0
0
万
円

〇
公
共
交
通
運
営
事
業　
　
　
　
　
　
　

5
9
0
0
万
円

〇
第
6
次
総
合
計
画
策
定　
　
　
　
　
　
　

3
9
0
万
円

〇
臨
時
財
政
対
策
債　
　
　
　
　

1
億
9
9
0
0
万
円

〇
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金　

1
億
9
7
0
0
万
円

〇
辺
地
対
策
事
業
起
債　
　
　
　
　
　

5
8
0
0
万
円

〇
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金　
　
　
　
　

5
8
0
0
万
円
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新年度
予　算
新年度
予　算
新年度
予　算

一般会計

特別会計
企業会計
47億円 前年比

（－3.8％）

60億円 前年比
（－2.9％）

このまちに住んでよかった と実感できるまちづくりこのまちに住んでよかった と実感できるまちづくりこのまちに住んでよかった と実感できるまちづくり

こんなふうに使われる町の予算こんなふうに使われる町の予算
％は構成比　（　）内は前年比較

●土木費 11.6％

6億9千万円
（－498万円）

●民生費 28.8％

17億円
（＋2100万円）

●教育費 8.1％

4億8千万円
（－3億7000万円）

●総務費 12.4％

7億4千万円
（＋1400万円）

●衛生費 7.5％

4億4千万円
（－5800万円）

●公債費 8.0％

4億8千万円
（－4300万円）

●農林水産費
　商 工 費 14.3％

8億6千万円
（＋6500万円）

●議会費 1.4％

8千3百万円
（＋166万円）

●消防費
　予備費他

4.0％

4億8千万円
（＋1億9800万円）

松川町　本会議　会議録

主な歳入

主な歳出

本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。



質
問
　
地
域
の
絆
と
力
を

育
み
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
と
し
て
、

住
み
よ
い
地
域
活
動
交
付

金
の
増
額
が
見
込
ま
れ
て

い
る
が
対
象
と
内
容
は
。

答
弁
　
各
自
治
会
へ
一
世

帯
当
た
り
３
０
０
円
を
増

額
し
１
３
０
０
円
と
し
た
。

　
内
訳
は
、
環
境
衛
生
費

１
０
０
円
と
防
災
充
実
の

た
め
に
生
活
安
全
対
策
費

と
し
て
２
０
０
円
。

質
問
　
介
護
ク
ー
ポ
ン
券

の
利
用
状
況
と
目
標
は
。

　
3
月
2
日
か
ら
始
ま
っ
た
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
、
5
日
に
は
9
時
間
に

わ
た
り
30
年
度
予
算
の
総
括
質
疑
を
慎
重
に
行
っ
た
。

答
弁
　
直
近
で
は
、
申
請

者
は
８６
・
９
％
で
利
用
率

は
７０
・
４
％
。
今
後
利
用

率
の
ア
ッ
プ
に
取
り
組

む
。

質
問
　
地
方
公
共
交
通
協

議
会
負
担
金
の
増
の
理
由

は
。

答
弁
　
大
島
循
環
線
の
１４

人
乗
り
の
バ
ス
の
購
入
費

と
業
務
委
託
費
の
た
め
。

質
問
　
３０
年
度
も
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
あ
る

が
屋
根
設
置
の
太
陽
光
発

電
の
補
助
金
が
減
っ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁
　
各
補
助
金
額
に
変

更
は
な
い
が
、
実
績
に
よ

り
件
数
を
減
ら
し
た
。
太

陽
熱
や
雨
水
の
利
用
な
ど

の
補
助
金
の
活
用
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
。

質
問
　
お
よ
り
て
の
森
、

森
林
公
園
整
備
事
業
の
計

画
内
容
は
。

答
弁
　
「
１
０
０
年
の
森

構
想
」
に
よ
る
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
の
も
と
、
辺
地
対
策

事
業
債
を
使
っ
て
セ
ラ
ピ

ー
基
地
と
し
て
整
備
し
て

い
く
。

質
問
　
松
川
の
里
室
内
温

水
プ
ー
ル
の
健
康
運
動
器

具
導
入
の
目
的
は
。

答
弁
　
町
民
の
健
康
や
体

力
増
進
の
た
め
の
運
動
器

具
を
設
置
し
て
利
用
者
増

を
目
指
し
て
い
く
。

質
問
　
乗
用
草
刈
り
機
の

購
入
理
由
は
。

答
弁
　
村
山
公
園
と
清
流

苑
一
帯
を
管
理
す
る
た
め

に
一
台
あ
る
が
、
富
士
森

公
園
と
、
台
城
公
園
の
管

理
用
に
購
入
す
る
。

質
問
　
水
防
の
た
め
の
消

防
団
の
訓
練
計
画
と
備
蓄

品
整
備
管
理
は
。

答
弁
　
現
在
消
防
団
の
改

革
が
行
わ
れ
て
い
る
。
水

防
訓
練
で
は
昨
年
か
ら
役

場
に
て
講
習
会
を
行
っ
て

い
る
。
備
蓄
品
は
天
竜
川

の
水
害
に
備
え
る
も
の
で
、

土
嚢
や
蛇
篭
な
ど
を
備
え

て
い
る
。

質
問
　
小
型
ポ
ン
プ
の
購

入
は
ど
こ
の
地
区
か
。

答
弁
　
大
栢
と
大
沢
で
、

小
型
ポ
ン
プ
車
の
入
れ
替

え
を
予
定
し
て
い
る
。
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30
年
度
予
算
審
議 

実
現
で
き
る
か
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り 

　 

今
年
も
縮
小
一
般
会
計
予
算
、大
丈
夫
か
住
民
サ
ー
ビ
ス

松川町　本会議　会議録本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。

住
み
よ
い
地
域
に
な

る
か
？
交
付
金
額
の

根
拠
に
疑
問
が
残
る

早
急
な
是
正
を
！

　
偏
っ
て
い
な
い
か

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

防
災
の
要
、
消
防
団

負
担
軽
減
と

  

防
災
力
の
強
化
は

　   

両
立
で
き
る
か

未
来
に
夢
を
つ
な
ぎ

　
　
豊
か
な
環
境
に



質
問
　
学
校
施
設
設
備
保

守
点
検
業
務
委
託
の
目
的

は
。

答
弁
　
３０
・
３１
年
度
に
、

小
中
学
校
の
修
繕
費
な
ど

の
中
長
期
的
に
掛
か
る
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減
、

予
算
の
平
準
化
と
学
校
施

設
の
機
能
充
実
を
は
か
っ

て
い
く
。

質
問
　
英
語
指
導
員
の
採

用
の
経
過
は
。

答
弁
　
文
部
科
学
省
か
ら

の
指
導
要
領
に
よ
る
が
、

英
語
指
導
を
強
化
し
て
い

く
た
め
に
、
小
中
学
校
３

校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
含
め
た
３

人
体
制
で
３０
年
度
か
ら
行

っ
て
い
く
。

質
問
　
町
長
の
所
信
表
明

で
、
３０
年
度
で
小
中
学
校

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
終
わ
る
と

あ
る
が
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

答
弁
　
国
の
整
備
指
針
の

最
低
限
が
整
う
と
い
う
意

味
で
、
今
後
も
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
共
に
力
を
入
れ
て

い
く
。

質
問
　
小
学
校
の
図
書
館

改
修
の
詳
細
は
。

答
弁
　
子
ど
も
た
ち
の
安

全
と
使
い
易
さ
を
含
め
て

書
庫
を
中
心
に
改
修
す
る

も
の
で
夏
休
み
を
利
用
し

て
改
修
を
し
て
い
く
。

質
問
　
公
共
交
通
見
直
し

支
援
準
備
業
務
の
目
的
と

進
め
方
は
。

答
弁
　
現
在
住
民
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
結
果
を
踏
ま
え

公
共
交
通
に
精
通
し
た
委

託
先
に
松
川
町
に
即
し
た

形
態
を
提
案
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の

管
理
業
務
を
委
託
し
て
い

く
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
弁
　
町
の
Ｐ
Ｒ
と
地
元

産
の
返
礼
品
で
観
光
振
興

と
地
域
活
性
化
を
担
っ
て

い
く
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動
に
合

致
し
て
い
る
。

質
問
　
人
件
費
が
増
え
て

い
る
、
職
員
配
置
予
定
は
。

答
弁
　
一
般
会
計
で
４
人
、

公
共
下
水
道
で
１
人
の
増

員
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問
　
新
規
事
業
の
歯
周

病
検
診
の
目
的
と
内
容
の

説
明
を
。

答
弁
　
昨
年
か
ら
国
民
健
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質
問
　
農
業
経
営
ス
ク
ー

ル
の
概
要
と
目
的
は
。

答
弁
　
新
た
な
農
業
の
担

い
手
、
経
営
感
覚
を
持
っ

た
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
た

め
の
事
業
。

質
問
　
農
地
耕
作
条
件
改

善
事
業
内
容
の
説
明
を
。

答
弁
　
農
業
用
水
の
長
寿

命
化
計
画
の
作
成
が
国
庫

補
助
の
採
択
条
件
で
あ
る
。

３
年
間
の
内
に
改
善
箇
所

に
つ
い
て
計
画
を
作
成
し

国
か
ら
採
択
を
受
け
て
、

事
業
を
行
っ
て
い
く
。

康
保
険
の
運
営
協
議
会
と

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

の
委
員
、
ま
た
町
内
の
歯

科
医
師
か
ら
も
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
歯
周
病
を

早
期
発
見
し
治
療
す
る
こ

と
で
、
認
知
症
を
含
め
た

生
活
習
慣
病
も
予
防
で
き

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
パ
ノ
ラ
マ
Ｘ

線
検
査
を
含
め
た
検
診
を

予
算
に
計
上
し
た
。

質
問
　
水
洗
ポ
ー
タ
ブ
ル

ト
イ
レ
の
補
助
内
容
は
。

答
弁
　
居
宅
介
護
の
負
担

に
ト
イ
レ
の
問
題
が
大
き

い
。
真
空
ポ
ン
プ
に
よ
る

水
洗
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
で
部
屋
で
の
排
泄
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
補
助
し

て
い
く
。

質
問
　
自
殺
対
策
・
精
神

福
祉
相
談
窓
口
委
託
の
事

業
内
容
は
。

答
弁
　
２９
年
度
か
ら
始
め

て
い
る
事
業
で
、
窓
口
に

月
に
２
人
か
ら
８
人
程
度

の
相
談
が
あ
る
状
況
だ
。

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
る
が
、
利
用
者
は

少
な
い
。
２９
年
度
の
実
績

を
反
省
し
、
よ
り
相
談
し

や
す
い
計
画
と
す
る
委
託

料
を
含
め
た
予
算
。

質
問
　
社
会
教
育
施
設

（
公
民
館
・
体
育
館
な
ど
）

受
付
け
シ
ス
テ
ム
の
内
容

説
明
を
。

答
弁
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
で
予
約
が
で

き
る
も
の
で
、
利
用
者
の

方
の
利
便
性
と
、
職
員
の

負
担
軽
減
に
繋
げ
る
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
ど
の
よ

う
に
す
る
計
画
か
。

答
弁
　
利
用
者
が
増
え
て

い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
見
や
す

さ
や
検
索
の
し
や
す
さ
と
、

職
員
の
更
新
作
業
の
し
や

す
さ
を
改
善
し
て
い
く
。

松川町　本会議　会議録本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。

救
え
る
か
交
通
弱
者

   

住
民
の
ニ
ー
ズ
を

      

ど
う
捉
え
る
‼

健
康
長
寿
を
目
指
せ

　
期
待
さ
れ
る

　
　
　
歯
周
病
検
診

守
ろ
う
町
の
環
境

農
業
従
事
者

   

確
保
を
目
指
し
て

育
て
よ
う
国
際
感
覚

と
松
川
町
の
担
い
手

小
学
生
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
す
る
時
代
、
時
代
遅

れ
に
な
ら
な
い
よ
う
な

早
い
対
応
を

本
当
に
で
き
る
か
？

子
ど
も
た
ち
が
大
人

に
な
る
頃
を
想
定
し

た
施
設
整
備

よ
う
や
く
で
き
る

      

受
付
シ
ス
テ
ム



　
今
回
の
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
約
８
千
万
円
の
減
額
補
正
で
あ
っ
た
。

６
回
目
の
補
正
で
あ
る
。
当
初
予
算
か
ら
比
べ
る
と
減
額
し
て
も
約
３
億
６
千
万
円

の
増
で
約
65
億
5
千
万
円
。
事
業
が
終
結
し
支
出
額
が
確
定
し
た
の
で
減
額
補
正
し

た
と
い
う
説
明
が
多
か
っ
た
。
歳
入
歳
出
と
も
増
減
は
不
可
避
で
は
あ
る
が
、
年
度

末
に
こ
の
よ
う
な
補
正
の
仕
方
で
正
し
い
決
算
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
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年
度
末
の
減
額
補
正
は
、予
算
の
精
度
が
問
わ
れ
る

質
問
　
２
７
７
５
万
円
計

上
で
、
８
８
７
万
円
減
の

理
由
は
。

答
弁
　
体
育
館
の
耐
震
補

強
工
事
な
ど
、
当
初
予
算

額
と
の
差
額
と
燃
料
タ
ン

ク
工
事
中
止
に
よ
る
も
の
。

質
問
　
２
５
０
万
円
減
の

理
由
は
。

答
弁
　
地
域
経
済
対
策
分

と
し
て
一
人
あ
た
り
１
万

５
０
０
０
円
の
給
付
金
。

２
２
３
４
人
が
給
付
を
受

け
た
。
前
回
よ
り
申
請
者

が
減
っ
た
。

質
問
　
５
２
３
万
円
の
減

額
の
理
由
は
。

答
弁
　
対
象
は
、
中
学
２

年
生
と
小
学
５
年
生
。
昨

年
実
績
で
計
上
し
た
が
、

転
入
転
出
で
減
額
と
な
っ

た
。

意
見
　
転
入
転
出
が
理
由

に
あ
た
ら
な
い
。
き
ち
ん

と
し
た
児
童
数
で
計
上
す

べ
き
。

質
問
　
パ
ー
ト
職
員
臨
時

職
員
の
人
件
費
が
５
０
０

万
円
も
減
っ
て
い
る
が
。

答
弁
　
初
年
度
計
画
し
て

い
た
延
長
保
育
と
未
満
児

保
育
担
当
の
パ
ー
ト
、
臨

時
職
員
数
が
最
小
限
の
職

員
数
で
運
営
で
き
て
い
る

の
で
減
額
と
し
た
。

要
望
　
有
線
で
募
集
し
て

い
る
の
を
耳
に
す
る
。
現

場
は
本
当
に
適
正
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
か
検
証
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
　
小
学
校
の
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
支
援
員
の

賃
金
が
減
っ
た
理
由
は
。

答
弁
　
北
小
学
校
で
支
援

員
２
人
で
運
営
し
た
が
、

１
人
欠
員
と
な
っ
た
た
め
。

意
見
　
支
援
員
は
、
欠
員

し
た
ら
配
置
す
べ
き
だ
。

質
問
　
保
健
師
の
賃
金
減

３
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
保
健
師
体
制
を

含
め
説
明
を
求
め
る
。

答
弁
　
当
初
よ
り
２
人
欠

員
の
ま
ま
で
、
募
集
す
る

も
応
募
が
な
い
状
態
で
あ

る
。

要
望
　
２
人
補
充
し
、
適

正
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
す

る
こ
と
が
先
決
。

一般会計第６回（３月）補正予算案の内容
補正予算額

補正額（千円） 備　　考
まちづくり政策課

̶
産業観光課

まちづくり政策課

補正額（千円） 備　　考事　業　名

内　　　　容

内　　　　容

補正前の額 計
▲ 82,515 6,625,584 6,543,069

１．補正予算総括

２．主な補正内容
（１）歳　入

（2）歳　出

基金繰入金
国庫支出金
担い手確保・経営強化事業（国）補助金
町債（辺地対策、社会資本整備交付金、緊急防災・減災）

▲ 46,103
▲ 33,266
13,888

▲ 16,600

総務課
保健福祉課
産業観光課
建設課
̶

全国瞬時警報システム（Jアラート）受信設備更新
特別会計繰出金
担い手確保・経営強化支援事業
道路管理（除雪委託）
事業不用額

緊急地震速報など国から伝達される緊急情報を町が受信する設備
について、現行機器より伝達速度の速い新型受信機へ更新します。
国民健康保険　介護保険　後期高齢者

事業の実績状況等を鑑み、不用となる予算を減額します。

意欲ある農業者の経営発展を促進する
農業用機械・施設等の導入に対し補助金を交付します。
今シーズンは当初の見込みより降雪等が多くあったことから、
除雪委託費用を増額します。

4,806
9,457
13,888
3,000
　

（単位 千円）

̶

旧
青
年
の
家

　
　
　
　
工
事
関
係

子
育
て
支
援
の

　
　
　
　
保
育
士
は

福
祉
の
担
い
手

　
　
保
健
師
さ
ん
は

教
育
支
援
は

　
　
　
　
大
丈
夫

臨
時
福
祉
給
付
金
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

児
童
手
当

　
児
童
数
の
把
握
を



●大沢北部集落協定交付金額　

　
２
月
22
日
、
第
1
回
の
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
沢
北
部
の
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
制
度
に
お
い
て
、
協
定
書
の
作
成
な
ど
に
ミ
ス
が
あ
っ
た
。
国
と

県
か
ら
交
付
金
返
還
請
求
が
あ
り
、
対
応
の
予
算
案
が
提
出
さ
れ
た
。
町
の
対
応
や

責
任
に
つ
い
て
意
見
が
続
出
す
る
な
か
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

松川町議会だより7 No.1392018. 4.15

賛
成
　
協
定
と
町
で
の
チ

ェ
ッ
ク
ミ
ス
が
あ
っ
た
な

か
で
の
事
案
。
協
定
側
も

当
初
の
負
担
½
か
ら
⅔
へ

の
責
任
を
了
承
し
た
わ
け

だ
か
ら
。
担
当
職
員
の
責

任
を
強
く
求
め
な
い
で
欲

し
い
。
　
　（
川
瀬
議
員
）

賛
成
　
対
処
に
時
間
が
か

か
っ
た
の
は
各
関
係
の
ご

意
見
を
聞
く
な
か
で
町
の

考
え
も
提
示
し
て
検
討
さ

れ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
後

は
早
い
時
期
で
の
公
表
を

願
い
た
い
。（
島
田
議
員
）

賛
成
　
県
・
国
へ
の
返
還

の
期
限
も
あ
る
の
で
、
認

め
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
。

責
任
の
と
り
方
に
つ
い
て

は
、
条
例
改
正
も
必
要
と

の
答
弁
も
あ
っ
た
。
３
月
に

明
確
に
。（
米
山
俊
議
員
）

賛
成
　
試
金
石
と
し
て
、

農
政
の
力
と
な
る
改
善
計

画
を
作
成
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
。
　（
間
瀬
議
員
）

質
問
　
町
が
負
担
す
る
部

分
の
金
額
が
計
上
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
理
由
は
。

答
弁
　
２７
・
２８
年
度
と
既

に
交
付
し
て
あ
る
分
は
、

変
更
返
還
は
計
上
し
な
い
。

町
の
責
任
と
し
て
負
担
す

る
。

質
問
　
一
般
会
計
か
ら
支

出
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

町
民
へ
の
説
明
責
任
は
。

答
弁
　
町
民
の
代
表
で
あ

る
議
会
へ
の
説
明
で
よ
ろ

し
い
か
と
思
う
。

質
問
　
大
沢
北
部
か
ら
文

書
で
の
報
告
は
あ
っ
た
の
か
。

答
弁
　
１１
月
に
代
表
よ
り

町
長
宛
に
お
詫
び
と
お
願

い
と
い
う
旨
の
文
書
が
き

て
い
る
。

質
問
　
農
業
委
員
会
へ
の

説
明
と
報
告
は
な
さ
れ
た

の
か
。

答
弁
　
１２
月
・
２
月
の
定

例
農
業
委
員
会
で
、
本
件

の
報
告
と
制
度
の
説
明
を

し
た
。

質
問
　
町
の
責
任
、
責
任

の
と
り
方
、
対
応
策
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
な
か
で
の

予
算
審
議
が
必
要
と
思
う

が
。

答
弁
　
町
の
責
任
な
ど
は
、

反
省
す
る
な
か
で
改
め
て

提
示
す
る
。

反
対
　
町
の
交
付
金
分
相

当
が
１
０
０
％
町
の
責
任

で
あ
る
か
疑
問
だ
。
改
善

計
画
を
優
先
さ
れ
る
べ
き

だ
。
　
　
　（
坂
本
議
員
）

反
対
　
明
ら
か
な
協
定
制

度
違
反
で
全
額
返
還
す
べ

き
。
当
初
か
ら
の
詳
細
な

報
告
、
改
善
計
画
を
双
方

が
出
し
て
責
任
を
と
る
こ

と
が
大
切
。（
佐
藤
議
員
）

松川町　本会議　会議録

急
き
ょ
臨
時
議
会
を
招
集
交
付
金
返
還
の
た
め
の
補
正
予
算

討
　
論

質
　
問

◎農業生産条件の不利な中山間地域等において、集落などを単位に、
農用地を維持、管理していくための取決め（協定）を締結し、それ
にしたがって農業生産活動などを行う場合に、面積に応じて一定額
を交付する仕組み。
◎交付金の返還　５年間の協定期間中に農業生産活動などが行われな
くなった場合には原則として協定の認定年度に遡って、協定農用地
についての交付金の全額を返還しなければならない。

◎協定書の作成時に、太陽光発電所計画予定の農用地を入れて申請し
てしまったこと。農地転用の際、協定地であったのに協定から除外
しなかったこと。協定と町双方に責任があることから、下記の通り、
協定側が⅔、町側が⅓を負担することになった。

本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。本会議でのより詳しい議論は公式HP、議会事務局にてご覧になれます。

中山間地域等直接支払制度とは

大沢北部協定の経緯

年度
平成２７年度
平成２８年度
合計

交付金額
1,936,977
1,885,964
3,822,941

国
645,659
628,654
1,274,313

県
645,659
628,655
1,274,314

町
645,659
628,655
1,274,314

（単位：円）

⅓ ⅓ ⅓

協定側返還額 …… 2,548,627円 を町を通じて国、県へ
　返還する予算案が提出された。
町が協定側へ交付した1,274,314円 は町への返還は、
　求めない。



質
問
　
ふ
る
さ
と
学
習
副

読
本
の
編
集
委
員
の
構
成

と
内
容
は
。

答
弁
　
５
人
程
度
を
予
定

し
て
い
る
。
内
容
は
、
自

然
、
歴
史
、
産
業
、
文
化

教
育
な
ど
、
資
料
な
ど
を

参
考
に
作
成
し
て
い
く
。

質
問
　
社
会
教
育
施
設
の

受
付
け
シ
ス
テ
ム
の
導
入

メ
リ
ッ
ト
の
詳
細
説
明
を
。

答
弁
　
導
入
後
は
利
用
者

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
か
ら
、
ネ
ッ
ト

上
で
空
き
状
況
を
見
な
が

ら
申
し
込
め
る
よ
う
に
な

る
。

質
問
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
リ
ー
ス

で
の
運
用
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
弁
　
現
在
設
置
の
耐
用

年
数
に
よ
り
き
り
か
え
て

い
く
が
、
本
体
と
バ
ッ
テ

リ
ー
な
ど
の
消
耗
品
補
充

を
含
め
た
保
守
管
理
が
で

き
る
リ
ー
ス
に
切
り
替
え

て
い
く
。

質
問
　
歯
周
病
検
診
に
つ

質
問
　
4
月
か
ら
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
が

県
に
統
一
化
さ
れ
る
。
国

保
税
へ
の
影
響
は
。

答
弁
　
最
終
的
な
保
険
税

は
町
が
決
め
る
。
本
算
定

は
６
月
に
な
る
が
、
据
え

置
き
ベ
ー
ス
で
考
え
て
い

る
。

質
問
　
介
護
保
険
事
業
の

高
齢
者
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
内

容
は
。

答
弁
　
町
民
に
は
『
お
か

え
り
協
力
隊
』
で
告
知
し

て
い
く
。
何
ら
か
の
症
状

で
徘
徊
さ
れ
る
本
人
や
家

族
支
援
を
目
的
に
、
町
内

を
仕
事
な
ど
で
移
動
さ
れ

て
い
る
方
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
、
居
場
所
を
早
期

発
見
す
る
。

い
て
単
価
の
根
拠
と
健
診

ま
で
の
流
れ
は
。

答
弁
　
飯
田
医
師
会
の
単

価
で
、
パ
ノ
ラ
マ
Ｘ
線
を

使
っ
た
検
査
を
含
む
。
申

請
は
、
受
診
券
を
対
象
者

に
送
り
、
必
要
事
項
を
書

い
て
歯
科
医
院
に
提
出
す

れ
ば
受
け
ら
れ
る
。

質
問
　
栄
養
士
の
配
置
状

況
と
業
務
内
容
は
。

答
弁
　
保
健
福
祉
課
で
２

人
、
主
に
糖
尿
病
な
ど
の

食
事
指
導
や
健
康
学
習
会

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
こ

ど
も
課
関
係
で
は
、
小
中

学
校
各
１
人
の
計
３
人
と
、

全
保
育
園
で
１
人
が
献
立

な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。

質
問
　
学
校
施
設
等
長
寿

命
化
計
画
策
定
業
務
委
託

の
目
的
と
範
囲
は
。

答
弁
　
保
育
園
を
含
む
学

校
施
設
の
現
状
把
握
と
分

析
に
よ
り
、
４０
年
間
の
長

期
計
画
と
、
直
近
の
５
年

間
の
保
全
改
修
計
画
な
ど

を
作
成
し
、
コ
ス
ト
削
減

や
予
算
の
平
準
化
を
は
か

り
、
施
設
全
体
の
整
備
計

生東リズム室生東リズム室
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社会文教
常任委員会

社会文教常任委員会とは、住民税務課・
保健福祉課・教育委員会及び議会事務
局の分野を担当しています。

　3月7日、8日に総務産業建設常任委員会、3月9日、12日に
社会文教常任委員会を開催し、それぞれ付託案件を慎重審議し
ました。

委員会だより委員会だより委員会だより

　旧東小学校体育館のボルダリング施設増設分
と利用状況を、旧生東保育園のリズム室の現状
を視察しました。生東地区の安全・安心と活性
化について改めて話し合いました。

調査・研究

　採決の結果、平成30年度 松川町一般会計予算、平成
30年度特別会計予算、平成29年度補正予算は原案の
とおり認めることが妥当と決しました。

画
に
繋
い
で
い
く
。

質
問
　
ひ
ま
わ
り
乗
車
券

は
実
態
に
合
っ
た
補
助
に

な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
　
町
全
体
の
公
共
交

通
の
見
直
し
も
考
え
る
な

か
で
、
ひ
ま
わ
り
乗
車
券

も
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
高
齢
者
福
祉
費
の

介
護
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
必

要
な
人
に
使
い
易
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
　
保
健
福
祉
課
全
体

で
の
取
り
組
み
を
今
後
検

討
し
て
い
く
。

質
問
　
下
伊
那
赤
十
字
病

院
へ
の
補
助
金
の
内
、
町

の
負
担
は
２
割
か
。

答
弁
　
今
の
時
点
で
は
２

割
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
め
ば
え
支
援
事
業

を
拡
充
す
る
考
え
は
。

答
弁
　
県
の
補
助
事
業
の

対
象
外
に
も
町
は
支
援
し

て
い
る
の
で
、
今
の
制
度

の
カ
バ
ー
率
は
高
い
と
考

え
て
い
る
。

30
年
度
一
般
会
計

30
年
度
特
別
会
計

30
年
度
一
般
会
計

30
年
度
特
別
会
計



質
問
　
臨
時
財
政
対
策
債

は
１
億
９
０
０
０
万
円
近

く
計
上
、
２９
年
度
は
そ
の

半
分
の
設
定
だ
。
平
成
３０

年
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
関

す
る
予
算
の
基
金
残
高
推

移
を
見
る
と
、
残
高
が
８

５
５
９
万
4
０
０
０
円
見

込
ま
れ
て
い
る
が
こ
れ
だ

け
積
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
の
か
。

答
弁
　
２９
年
度
の
予
算
編

成
で
は
大
き
い
事
業
で
中

学
校
の
給
食
棟
の
改
築
事

業
が
あ
り
、
大
き
な
起
債

を
借
り
入
れ
た
。
理
事
者

査
定
中
で
起
債
の
償
還
と
、

借
り
入
れ
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
こ
の
部
分
を
抑
制
し

た
。
ふ
る
さ
と
納
税
は
当

初
予
算
で
も
１
０
０
０
万

円
ほ
ど
の
取
り
崩
し
を
予

定
し
て
い
る
。
今
後
、
大

型
事
業
特
養
の
問
題
と
か
、

見
通
し
が
な
い
と
い
う
な

か
、
貯
金
を
蓄
え
た
い
。

質
問
　
公
共
交
通
の
見
直

し
支
援
で
３
０
０
万
円
の

計
上
が
あ
る
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
見
直
し
て
い
く

の
か
。

答
弁
　
本
年
度
、
町
民
の

皆
様
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
職
員
に
よ
る
乗

り
込
み
調
査
な
ど
を
行
い
、

結
果
を
踏
ま
え
、
専
門
の

業
者
を
通
じ
て
、
松
川
町

に
と
っ
て
よ
り
良
い
公
共

交
通
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
提
案
を
い
た
だ
く

予
定
。
住
民
説
明
会
な
ど

を
開
催
す
る
な
か
で
の
支

援
業
務
の
計
上
で
あ
る
。

質
問
　
農
業
振
興
費
の
な

か
で
、
災
害
に
強
い
産
地

神護原神社駐車場に完成した40㎥の地下貯水槽神護原神社駐車場に完成した40㎥の地下貯水槽

づ
く
り
事
業
で
２
０
４
万

３
０
０
０
円
計
上
さ
れ
て

い
る
が
前
年
度
と
同
じ
で

あ
る
が
効
果
、
ま
た
狙
い

は
何
か
。

答
弁
　
気
象
の
変
動
な
ど

に
対
し
て
、
強
い
果
樹
の

産
地
づ
く
り
を
し
よ
う
と

い
う
補
助
事
業
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
Ｊ
Ａ

を
通
じ
て
実
績
を
出
し
て

い
た
だ
き
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
補
助
し
て
い
く
。

質
問
　
消
防
の
工
事
請
負

費
、
消
火
ホ
ー
ス
の
干
し

場
所
が
な
い
な
か
、
火
の

見
や
ぐ
ら
撤
去
の
理
由
は
。

答
弁
　
１０
年
前
は
、
消
防

団
員
が
登
っ
て
火
災
の
広

報
を
し
て
い
た
が
、
現
在

は
防
災
無
線
で
行
い
、
使

用
し
て
お
ら
ず
老
朽
化
な

ど
に
よ
り
危
険
な
状
態
が

続
い
て
、
役
割
を
果
た
し

て
な
い
。
撤
去
を
計
画
的

に
進
め
て
い
る
。

質
問
　
保
養
宿
泊
の
関
係

で
観
光
局
が
立
ち
上
が
っ

て
い
く
と
い
う
な
か
で
、

清
流
苑
の
連
携
に
よ
る
収

益
の
増
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
リ
ピ
ー
タ
ー
以
外

の
皆
さ
ん
、
フ
ォ
レ
ス
ト

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
旧
青

年
の
家
な
ど
の
集
客
で
、

新
し
い
お
客
様
に
な
る
か

と
思
っ
て
い
る
。
旅
行
会

社
か
ら
入
っ
て
く
る
も
の

を
拒
ま
な
い
よ
う
な
形
で

収
益
を
上
げ
、
平
準
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
　
農
業
集
落
排
水
事

業
の
委
託
料
、
費
用
対
効

果
報
告
書
の
作
成
は
役
場

の
中
で
ど
の
程
度
や
っ
て

い
る
の
か
。

答
弁
　
処
理
場
の
業
務
設

計
に
つ
い
て
は
、
専
門
知

識
が
必
要
で
と
て
も
職
員

で
は
で
き
な
い
。
最
終
的

に
完
了
し
た
後
に
費
用
対

効
果
の
報
告
書
と
い
う
こ

と
で
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
一
般
会
計
で
寄
付

金
を
返
還
す
る
予
算
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

答
弁
　
平
成
２７
年
、
庁
舎

玄
関
付
近
の
と
こ
ろ
に
町

内
の
事
業
者
様
か
ら
大
型

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
設
置
の

提
案
と
と
も
に
４０
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
い
た
。
そ

の
金
額
内
で
設
置
が
難
し

く
繰
り
越
し
と
な
り
、
そ

の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い

た
。
今
年
度
に
入
り
寄
付

業
者
か
ら
ど
う
な
っ
て
い

る
ん
だ
と
照
会
と
返
還
要

求
が
あ
り
返
還
す
る
も
の
。

各
課
で
ま
た
が
っ
た
事
業

で
あ
り
責
任
の
所
在
、
担

当
者
が
曖
昧
に
な
っ
て
経

過
し
て
し
ま
い
大
変
ま
ず

い
処
理
と
い
う
こ
と
で
反

省
を
し
て
い
る
。
事
業
者

様
に
対
し
て
も
、
そ
し
て

皆
さ
ん
に
対
し
て
も
お
詫

び
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
案
件
と
認
識
し
て
い
る
。
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総務産業建設
常任委員会

　町道神護原線の改良工事も完成、神社入口に
できた駐車場に完成した40㎥の地下防火水槽。
　上片桐町谷線、富士森公園整備事業の視察の
後、このたび購入した非常時用蓄電池とＬＥＤ
投光器の説明を受けました。

調査・研究

　付託案件それぞれ質疑、議員間討議の上、採決を行い
全員賛成で本案通り認めると本会議に報告いたしました。

総務産業建設常任委員会
とは、総務課・まちづくり政
策課・産業観光課・環境水
道課・建設課・会計室の
分野を担当しています。

29
年
度
補
正
予
算

30
年
度
一
般
会
計

30
年
度
特
別
会
計

30
年
度
一
般
会
計

30
年
度
特
別
会
計

29
年
度
補
正
予
算



　
地
域
案
内
人
の
青
山
礼

子
氏
は
観
光
ガ
イ
ド
総
会

長
で
あ
る
。
青
山
氏
の
案

内
に
よ
り
２
カ
所
を
見
学
。

チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
で
は
戦
争

の
悲
惨
さ
を
語
り
永
久
平

和
を
訴
え
、
座
喜
味
城
跡

は
１５
世
紀
初
頭
に
築
城
さ

れ
た
世
界
遺
産
で
あ
る
。

観
光
ガ
イ
ド
は
、
い
く
つ

か
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
数
名
が
所
属
し
、

エ
リ
ア
ご
と
で
組
織
化
さ

れ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
は
、

歴
史
や
文
化
を
勉
強
し
認

定
を
受
け
て
い
る
。
地
域

を
知
り
つ
く
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
私
た
ち
に
伝
わ
る

心
が
あ
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

議会の
　 うごき

ク
に
は
な
い
話
が
聞
け
る

の
で
あ
る
。
松
川
町
に
は

世
界
遺
産
は
な
い
け
れ
ど
、

古
い
歴
史
は
存
在
し
て
い

る
。
ど
う
観
光
資
源
と
し

て
活
用
す
る
か
が
課
題
だ
。

　
交
流
人
口
増
の
大
き
な

柱
で
あ
る
民
泊
事
業
は
、

年
間
１
万
８
千
人
の
修
学

旅
行
生
を
受
け
入
れ
て
い

　
読
谷
村
を
愛
す
る
人
た

ち
が
集
ま
る
商
工
会
か
ら

立
ち
上
が
っ
た
の
が
観
光

協
会
で
あ
る
。
広
報
委
員

会
、企
画
委
員
会
、ブ
ラ
ン

ド
委
員
会
の
三
つ
の
委
員

会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
い
事
務
局
３
人
が
繋
ぎ

役
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　
商
工
会
が
中
心
と
な
り

自
治
体
や
観
光
協
会
、
Ｊ

Ａ
や
漁
協
な
ど
の
機
関
と

事
業
者
と
住
民
を
結
び
つ

け
、
村
お
こ
し
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
人
の
育
成
に

着
目
し
「
む
ら
お
こ
し

塾
」
を
開
催
し
１０
年
か
け

て
人
材
育
成
を
し
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。

　
民
泊
組
織
、
観
光
ガ
イ

ド
組
織
は
住
民
が
主
体
で

行
っ
て
い
る
。
観
光
協
会

に
加
入
し
て
い
る
一
人
ひ
と

り
が
観
光
企
業
家
で
あ
る
。

　
目
新
し
い
滞
在
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
体
験
ツ
ア
ー

を
作
っ
て
み
て
も
そ
れ
を

行
う
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

る
。
民
泊
登
録
件
数
は
、

１
０
０
軒
で
一
軒
当
た
り

年
間
８０
日
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
る
。

　
一
回
の
受
け
入
れ
人
数

は
２
人
か
ら
５
人
位
で
少

数
で
あ
る
。
無
理
の
な
い

人
数
で
あ
り
、
親
戚
が
遊

び
に
来
た
感
覚
で
あ
る
。

「
よ
み
た
ん
民
泊
」
民
家

の
心
得
十
箇
条
が
あ
り
受

け
入
れ
姿
勢
に
心
配
り
が

み
ら
れ
る
。

　
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
集

め
る
た
め
に
分
宿
し
、
オ

ー
ナ
ー
の
人
た
ち
と
意
見

交
換
し
た
。
三
線
の
体
験

や
民
族
衣
装
を
着
け
て
の

写
真
撮
影
な
ど
工
夫
が
あ

っ
た
。
受
け
入
れ
る
側
の
姿

勢
と
受
け
入
れ
て
も
ら
う

側
の
姿
勢
に
壁
は
必
要
な

い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取

り
組
み
に
も
成
果
が
出
て

き
て
い
る
よ
う
だ
。

2018年2月末日現在
総人口　41,409人
世帯数　16,097戸
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※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
…
外
国
人
が
訪
れ
て
く
る
旅
行
の
こ
と

観
光
入
込
数
2
1
6
万
人
　「
日
本
一
人
口
が
多
い
村
」と
し
て
注
目
！

沖
縄
読
谷
村
視
察
研
修 

地
域
で
支
え
る
観
光
協
会

沖
縄
読
谷
村
視
察
研
修 

　
観
光
施
策
が
組
織
化
さ
れ
た
法
人
に
よ
り
遂
行
さ
れ
、多
く
の
交
流
人
口
を
得

て
い
る
。総
額
３
６
０
０
万
円
の
年
間
予
算
で
運
営
、地
域
で
支
え
、地
域
で
動
く
。　　
　
　
　

身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い

思
い
か
ら
（
地
域
案
内
人
）

訪
れ
て
よ
し
っ
！ 

の

観
光
む
ら
づ
く
り

 

　
　
　
　 （
観
光
協
会
）

民
泊
を
体
験
視
察

　
　
　
　（
民
泊
協
力
会
）

よ
み
た
ん
そ
ん

※



　
は
じ
め
に
、
飯
田
市
議

会
よ
り
「
飯
田
市
自
治
基

本
条
例
に
基
づ
く
議
会
改

革
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
議
会
の
役
割
を
検
証

後
、「
議
会
改
革
・
運
営
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
し
て
市
民
・

議
員
同
士
・
執
行
機
関
側

と
の
関
係
に
お
け
る
視
点

か
ら
、
検
討
す
べ
き
項
目

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
不
断
の
議
会

改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
、

常

設

型
の

「
議
会
改
革

推
進
会
議
」

を
各
市
町
村

議
会
に
設
置

を
し
て
、
議

会
改
革
の
た

め
の
具
体
的

取
り
組
み
に

進
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

 

「
自
治
体
議
会
の
改
革
と

議
員
の
法
的
位
置
づ
け
」

と
の
演
題
で
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
　
大
森
彌
氏
を

講
師
に
招
き
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　
議
員
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
は
「
職
責
・
職
務
を

法
制
化
す
べ
き
で
あ
る
」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
員
の
活
動
は
、
議
会

に
お
け
る
審
議
・
討
論
に

と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

く
、
政
策
形
成
の
た
め
の

調
査
研
究
活
動
や
住
民
の

意
思
を
把
握
す
る
た
め
の

諸
活
動
な
ど
、
広
範
囲
に

わ
た
る
こ
と
か
ら
の
理
由

で
あ
り
ま
し
た
。

　
政
務
活
動
費
に
つ
い
て

も
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
員
活
動
の
う
ち
、
公

費
支
給
の
対
象
と
は
な
ら

な
い
政
治
活
動
（
政
党
活

動
や
選
挙
活
動
）
を
ど
う

特
定
す
る
か
も
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
「
ゆ
め
み
ら
い
南
信
州
」

と
は
、
以
前
「
若
手
議
員

の
会
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

下
伊
那
の
議
員
で
作
る
会

で
、
議
員
力
向
上
と
情
報

交
換
の
場
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

意
欲
あ
る
人
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
会
に
と
名
称
を

現
在
の
も
の
に
変
更
し
、

飯
田
市
議
を
含
め
下
伊
那

で
約
５０
人
の
会
員
を
持
つ

自
主
組
織
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
主
な
活
動
は
年
に
一
度

の
総
会
・
研
修
会
と
、
各

市
町
村
を
メ
イ
ン
に
し
た

研
修
学
習
会
・
情
報
交
換

会
を
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

を
会
場
に
設
定
し
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
が
抱
え
る
課
題
か

ら
共
通
課
題
を
見
い
だ
し
、

ま
た
良
い
部
分
を
取
り
入

れ
政
策
提
言
に
繋
げ
る
な

ど
当
地
域
に
根
ざ
し
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
我
々
、
松
川
町
議
会
は

全
て
の
議
員
が
会
員
と
な

り
、
他
市
町
村
と
の
議
員

間
交
流
も
積
極
的
に
行
い

議
員
力
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
昨
年
１１
月
に
は
今

話
題
の
喬
木
村
を
メ

イ
ン
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
行

政
・
議
会
・
教
育
へ

の
活
用
と
、
議
員
の

な
り
手
不
足
解
消
へ

向
け
て
の
夜
間
、
休

日
議
会
へ
の
取
り
組

み
を
聞
き
、
活
発
な

意
見
交
換
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
は

こ
れ
か
ら
の
「
南
信

州
型
農
業
モ
デ
ル
の

構
築
」
を
テ
ー
マ
に

講
師
を
迎
え
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

気
候
変
動
へ
の
対
応

可
能
な
農
業
、
後
継
者
不

足
へ
対
応
す
る
農
業
、
儲

か
る
農
業
へ
と
当
地
域
に

マ
ッ
チ
し
た
農
業
モ
デ
ル

を
構
築
し
普
及
さ
せ
て
い

く
こ
と
で
当
地
域
の
発
展

に
繋
げ
て
い
く
と
い
う
構

想
で
、
活
発
に
意
見
交
換

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
構
想
と
い
う
段
階
で

す
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。
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議
会
改
革
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

議
会
改
革

「
ゆ
め
み
ら
い
南
信
州
」

議
員
有
志
の
会「
ゆ
め
み
ら
い
南
信
州
」

　
２
月
９
日（
金
）飯
田
市
に
て
研
修
会
と
総
会
が
行
わ
れ
、

13
人
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。　

　
１
月
22
日（
月
）鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
飯
伊
市
町
村
議

会
議
員
研
修
会
が
行
わ
れ
、
14
人
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。



区・地
域
の
要
望

議
会
だ
よ
り

  

モ
ニ
タ
ー
か
ら

●

町
民
意
見
と
町
民
憲
章

に
則
り
、
憲
章
の
具
体
化

を
図
り
施
策
の
進
捗
を
望

む
。

●

若
者
が
残
り
、
子
育
て

し
や
す
い
町
作
り
を
。

●

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

通
学
バ
ス
無
料
化
を
望
む
。

●

保
育
園
の
運
営
に
お
い

て
保
育
士
の
十
分
な
確
保

を
望
む
。

●

子
供
の
社
会
教
育
に
お

け
る
、
福
祉
施
設
へ
の
訪

問
機
会
の
継
続
を
。

●
「
え
み
り
あ
」
は
子
ど

も
の
利
用
機
会
も
多
い
、

喫
煙
設
備
は
不
要
で
は
。

●

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

環
境
の
良
い
城
山
で
継
続

望
む
。
城
山
公
園
も
含
め

分
か
り
や
す
い
入
口
の
表

示
を
。

●

旧
青
年
の
家
は
運
営
組

織
が
変
わ
っ
て
も
、
育
成

会
な
ど
の
住
民
利
用
は
料

金
も
含
め
今
ま
で
の
よ
う

な
利
用
方
法
を
望
む
。

●

旧
東
小
学
校
の
後
利
用

の
方
向
明
示
を
。

●

県
道
の
整
備
も
重
要
だ

が
、
た
て
道
の
充
実
も
積

極
的
な
取
り
組
み
を
。

●

農
業
政
策
は
国
追
従
で

な
く
松
川
独
自
の
施
策
を

考
え
て
。

●

旧
生
東
保
育
園
の
リ
ズ

ム
室
は
災
害
の
と
き
地
域

に
は
必
要
。
外
の
照
明
も

常
時
利
用
で
き
る
よ
う
に

　
昨
年
１０
月
か
ら
１１
月
に

開
催
の「
議
会
と
語
る
会
」

は
、
関
係
の
皆
様
に
は
ご

協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
各
常
任
委
員
会

で
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、

要
望
を
整
理
し
、
町
へ
の

伝
達
書
と
し
て
提
出
し
た

内
容
の
一
部
を
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。

望
む
。

●

燃
や
す
ご
み
袋
が
半
透

明
黄
色
に
な
り
、
高
齢
者

に
も
分
か
り
や
す
く
な
っ

た
。
他
の
ゴ
ミ
袋
も
工
夫

を
。

●

小
規
模
特
養
の
検
討
は
、

新
た
な
負
担
・
職
員
不
足

が
心
配
で
あ
る
。

●

獣
害
防
護
柵
の
効
果
は

１
年
位
で
薄
れ
た
。
最
近

は
猿
追
い
に
負
わ
れ
仕
事

に
な
ら
な
い
、
早
め
の
対

策
を
。

●

井
水
が
大
雨
で
オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
し
、
大
量
の
ゴ

ミ
が
流
れ
、
下
流
は
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
。
地
元

負
担
だ
け
で
は
対
応
が
難

し
い
。
井
水
、
雨
水
の
扱

い
管
理
の
検
討
を
望
む
。

●

地
域
の
草
刈
り
な
ど
共

同
作
業
が
必
要
と
な
る
荒

廃
農
地
に
対
策
を
。

●

定
住
・
移
住
の
促
進
に

よ
る
、
区
・
自
治
体
未
加

入
者
へ
の
対
応
状
況
は
。

●

あ
て
職
が
重
荷
に
な
り

のべ251人の出席をいただきました
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区
か
ら
脱
退
の
要
因
に
も

な
る
。
対
策
の
考
慮
を
。

●

改
革
が
進
ま
な
い
労
務

管
理
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

は
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て

い
る
の
か
。

●

浜
岡
原
発
か
ら
１
２
０

キ
ロ
の
距
離
、
緊
急
時
の

避
難
計
画
策
定
を
行
い
住

民
に
示
す
べ
き
。

●

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
っ
た

時
の
具
体
的
な
住
民
の
対

応
を
示
し
て
。

●

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
で

き
て
い
る
か
。

●
「
特
定
外
来
生
物
」（
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
な
ど
）

の
駆
除
は
町
単
独
で
な
く

広
域
で
対
応
し
た
ら
ど
う

か
。

●

町
の
政
策
は
町
独
自
の

方
法
を
見
つ
け
出
し
、
助

成
金
や
箱
も
の
に
頼
ら
な

い
方
法
で
、
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
良
い
町
づ
く
り
を
望

む
。

●

日
本
各
地
で
発
生
し
て

い
る
大
災
害
を
見
て
、
町

は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
い
る
の
か
。
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
。

●

新
井
商
店
街
の
活
性
化

に
良
策
を
期
待
す
る
。

●

松
川
町
で
は
休
日
緊
急

事
態
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
な
ど
整
っ
て
い
る
か
。

●

チ
ャ
ン
ネ
ル
・
ユ
ー
社

長
の
町
長
兼
務
は
理
解
で

き
な
い
。

広
聴
部
会
よ
り

子
育
て
は

施
設
・
施
策
は

自
治
会
運
営
は

役
場
は

防
災
な
ど
心
配
事

町へ伝えた町へ伝えた
「議会と語る会」要望「議会と語る会」要望



　
政
務
活
動
費
に
つ
い
て

は
、
導
入
の
経
緯
の
な
か

で
多
く
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
不
正
受
給
の

問
題
点
を
探
る
な
か
、
最

も
厳
し
い
条
例
、
運
用
規

定
を
設
定
し
、
こ
の
一
年

余
り
運
用
し
て
参
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
議

会
だ
よ
り
で
も
ご
報
告
し

て
き
ま
し
た
通
り
、
当
町

の
運
用
に
は
問
題
な
い
な

か
、
全
国
で
は
不
正
受
給

が
絶
え
な
い
状
況
が
発
生

し
、
世
間
を
騒
が
せ
て
き

た
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
度
、
当
議
会
に
お

い
て
は
住
民
の
皆
様
に
納

得
し
て
い
た
だ
け
る
最
も

良
い
方
法
と
し
て
、
行
政

の
出
張
支
払
と
同
様
に
後

払
い
方
式
に
改
正
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
支
払
事

務
量
が
増
加
す
る
こ
と
に

は
な
り
ま
す
が
、
行
政
の

理
解
を
得
る
な
か
で
し
っ

か
り
と
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
議
員
力
向
上
に
よ

り
政
策
提
言
、
行
政
チ
ェ

ッ
ク
を
よ
り
一
層
充
実
さ

せ
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解

と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

現
行
条
例

（
交
付
請
求
及
び
交
付
方
法
）

第
６
条　

議
員
は
、
前
条

の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受

け
た
後
、
10
日
以
内
（
そ

の
日
が
松
川
町
の
休
日
を

定
め
る
条
例
（
平
成
元
年

松
川
町
条
例
第
21
号
）
第

１
条
に
規
定
す
る
町
の
休

日
に
当
た
る
と
き
は
そ
の

翌
日
）
に
、
政
務
活
動
費

を
町
長
に
請
求
す
る
も
の

と
す
る
。

２　

町
長
は
、
前
項
の
請

求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
交
付
す
る
も
の
と

す
る
。

　
議
員
発
議
に
よ
る

　
　
　
　
　
条
例
改
正

　

松
川
町
議
会
政
務
活
動

費
の
交
付
に
関
す
る
条
例

（
平
成
28
年
松
川
町
条
例

第
６
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
６
条
を
削
り
、第
７
条

を
第
６
条
と
し
、
第
８
条

を
第
７
条
と
し
、
同
条
の

次
に
次
の
１
条
を
加
え
る
。

（
交
付
請
求
及
び
交
付
方
法
）

第
８
条　

議
員
は
、
前
条

の
規
定
に
よ
り
支
出
報
告

書
を
提
出
し
、
政
務
活
動

費
の
額
を
確
定
し
た
後
、

規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ

り
議
長
を
経
由
し
、
町
長

に
請
求
す
る
も
の
と
す
る
。
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政務活動費　支出状況一覧表
4月～2月の政務活動費実績　（交付済み額　7,000円×12カ月＝84,000円）

政
務
活
動
費  

後
払
い
方
式
へ

　
今
ま
で
一
括
前
払
い
方
式
で
あ
っ
た
政
務
活
動
費

を
本
定
例
会
3
月
22
日
、
議
員
発
議
に
よ
り
条
例
改

正
し
後
払
い
方
式
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

7/25　太陽光発電と環境アセスメント（上田）

2/19～21　読谷村視察研修（沖縄）

7/25　太陽光発電と環境アセスメント（上田）

2/19～21　読谷村視察研修（沖縄）

7/25　太陽光発電と環境アセスメント（上田）

1/11～12　防災と議員の役割（滋賀）

2/19～21　読谷村視察研修（沖縄）

4/20～21　

7/25　太陽光発電と環境アセスメント（上田）

8/8～9　世界情勢からわがまちの未来をつくる

4/20～21　

7/25　太陽光発電と環境アセスメント（上田）

8/8～9　世界情勢からわがまちの未来をつくる（滋賀）

11/20～21　

2/19～21　読谷村視察研修（沖縄）

4/20～21　

7/25　太陽光発電と環境アセスメント（上田）

8/8～10　地方議員のための政策提案（滋賀）

1/11～12　防災と議員の役割（滋賀）

1/18～19　

2/19～21　読谷村視察研修（沖縄）

森谷 岩夫

熊谷 宗明

菅沼 一弘

間瀬 重男

米山 俊孝

坂本 勇治

交付額氏名 支出額 支出額計 差引額

84,000

84,000

84,000

84,000

84,000

84,000

4,990

4,990

55,007

4,989

11,766

54,884

15,528

4,990

12,753

15,525

4,990

12,783

12,753

55,007

15,523

4,990

15,050

11,334

17,820

55,005

79,010

24,003

12,361

50,729

▲17,058

▲35,722

4,990

59,997

71,639

33,271

101,058

119,722

活動内容

4/20～21　

7/25　太陽光発電と環境アセスメント（上田）

8/8～9　世界情勢からわがまちの未来をつくる（滋賀）

11/20～21　

2/19～21　読谷村視察研修（沖縄）

4/20～21　

7/25　太陽光発電と環境アセスメント（上田）

8/8～10　地方議員のための政策提案（滋賀）

11/20～21　

1/11～12　防災と議員の役割（滋賀）

2/19～21　読谷村視察研修（沖縄）

5/15～19　新人議員研修（滋賀）

7/3～5　オリンピック・パラリンピック（滋賀）

7/26～27　自治体決算の基本（滋賀）

1/18～19　

4/20～21　

5/15～19　新人議員研修（滋賀）

7/25　太陽光発電と環境アセスメント（上田）

8/8～10　地方議員のための政策提案（滋賀）

1/11～12　防災と議員の役割（滋賀）

1/18～19

黒澤 哲郎

中平 文夫

佐藤 史人

米山 郁子

交付額氏名 支出額 支出額計 差引額

84,000

84,000

84,000

84,000

15,528

4,993

12,783

12,641

49,600

15,525

4,990

15,051

12,749

11,280

51,975

22,427

11,920

21,200

18,113

15,523

26,962

2,988

15,050

11,334

9,409

▲11,545

▲27,570

10,340

2,734

95,545

111,570

73,660

81,266

活動内容

トップマネジメントセミナー「災害対応力
強化に向けて」

自治体財政の見方～健全化判断比率を
中心に（滋賀）

住民とのコミュニケーション～対話と発信
力の向上（滋賀）

トップマネジメントセミナー「災害対応力
強化に向けて」

トップマネジメントセミナー「災害対応力
強化に向けて」

住民とのコミュニケーション～対話と発信
力の向上（滋賀）

住民とのコミュニケーション～対話と発信
力の向上（滋賀）

自治体財政の見方～健全化判断比率を
中心に（滋賀）

自治体財政の見方～健全化判断比率を
中心に（滋賀）

住民とのコミュニケーション～対話と発信
力の向上（滋賀）

住民とのコミュニケーション～対話と発信
力の向上（滋賀）

住民とのコミュニケーション～対話と発信
力の向上（滋賀）

(単位：円） (単位：円）



　
署
名
と
陳
情
に
整
合
性

が
な
く
反
対
で
あ
る
。

（
川
瀬
議
員
）

　
町
が
太
陽
光
発
電
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
が
陳
情
書
の

願
い
で
あ
る
。
発
電
設
備

な
ど
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
、
固
定
資
産

税
の
評
価
の
見
直
し
が
既

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
佐
藤
議
員
）

太
陽
光
発
電
所
へ
の
対

策
を
講
じ
、
果
物
の
町

に
相
応
し
い
緑
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
求
め
る

陳
情
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平
成
29
年
度
松
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
回
）

反
　
対

反
　
対

反
　
対

反
　
対

賛
　
成

平
成
30
年
度
松
川
町
一
般

会
計
予
算

「
緊
急
事
態
条
項
」
を
新

た
に
憲
法
に
設
け
な
い
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
の
請
願

　
内
閣
の
権
限
強
化
に
繋

が
り
、
立
法
機
関
性
、
地

方
自
治
体
権
を
定
め
る
憲

法
に
反
す
る
た
め
の
意
見

書
提
出
に
賛
成
。

（
熊
谷
議
員
）

議
案
3
号

特
別
職
の
職
員
等
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
の
返
金
問
題
に

つ
い
て
、
認
定
か
ら
返
還

ま
で
の
経
緯
、
町
や
農
業

委
員
会
の
責
任
に
つ
い
て

の
説
明
に
納
得
が
い
か
な

い
の
で
反
対
。（
佐
藤
議
員
）

主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止

に
際
し
、
公
共
財
と
し
て

の
日
本
の
種
子
を
保
全
す

る
新
た
な
法
整
備
と
積
極

的
な
施
策
を
求
め
る
意
見

提
出
に
関
す
る
請
願

「
種
子
法
」
は
、
主
要
農
作

物
の
優
良
な
種
子
の
生
産
及

び
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、

種
子
の
生
産
に
つ
い
て
ほ
場

審
査
そ
の
他
の
措
置
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ

れ
た
法
律
で
あ
る
。
２
０
１

８
年
４
月
の
廃
止
が
決
ま
っ

て
い
る
。

議
案
13
号

　
補
正
で
は
、
で
き
な
か

っ
た
事
業
の
見
直
し
を
行

い
、
増
額
補
正
を
や
る
の

が
本
来
の
筋
で
あ
る
。
８

千
万
円
余
り
が
不
用
額
で

あ
が
っ
て
お
り
、
減
額
補

正
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
　

（
佐
藤
議
員
）

議
案
22
号

　
観
光
振
興
と
防
災
に
力

点
を
置
き
計
上
さ
れ
た
予

算
で
あ
る
。
観
光
振
興
に

充
て
ら
れ
る
委
託
費
を
考

慮
し
た
場
合
、
健
康
、
教

育
、
保
育
に
手
厚
い
予
算

計
上
が
求
め
ら
れ
る
。

（
佐
藤
議
員
）

P
16
議
決
結
果
参
照

陳
情
に
あ
る
署
名
と
内
容

の
記
書
と
は
整
合
性
が
無

く
、
署
名
を
背
景
と
し
た

陳
情
と
し
て
解
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
陳
情

者
の
み
に
よ
る
陳
情
と
し

て
審
査
す
る
の
が
適
当
と

い
う
判
断
に
よ
り
署
名
一

括
を
削
除
し
一
部
採
択
と

し
た
。

継続審査により8カ月をかけ調査・検討を実施
　●現地視察、学習会への参加
　　●議会と語る会など住民からの意見聴取
　　　●長野県町村議長会、弁護士への相談
　　　　●近隣市町村の聞き取り
　　　　　　　　　　　　　

質
疑
討
論
は
な
く

全
員
一
致
で
採
択
さ
れ

　
国
へ
意
見
書
を
提
出

　昨年の６月定例会から継続審査されている「太陽光発電所への対策を講じ、果物の
町に相応しい緑豊かなまちづくりを求める陳情」について総務産業建設委員会では記
書き一の「太陽光発電所の設置場所や景観への配慮について、事業者の努力義務を
明文化すること」、社会文教常任委員会では記書き二の「太陽光発電所の固定資産税
を近隣市町村同様、現況課税方式に改めること」についてそれぞれ担当した。

陳
情
・
請
願

陳
情
・
請
願

pointpoint



社
会
福
祉
施
設
の
在
り
方

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

　

30
年
度
に
向
け
、
い
ま
町
が
か
か
え
て
い
る
重
要

な
案
件
や
、
事
業
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
活
発
な

質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

松
川
町
版
D
M
O
法
人
平

成
30
年
度
予
算
計
画（
案
）

に
つ
い
て

　
４
月
よ
り
観
光
局
（
仮

称
）
が
、
一
般
社
団
法
人

南
信
州
ま
つ
か
わ
観
光
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
し

て
運
営
が
開
始
さ
れ
る
。

平
成
３０
年
度
予
算
計
画

（
案
）
が
示
さ
れ
、「
旧
青

年
の
家
」
の
活
用
計
画
の

遅
れ
、
町
職
員
の
派
遣
、

セ
ン
タ
ー
の
愛
称
募
集
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

質
問
　
旧
青
年
の
家
の
活

用
が
当
初
計
画
よ
り
半
年

程
遅
れ
が
発
生
し
て
い
る

原
因
を
検
証
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
（
坂
本
議
員
）

答
弁
　
採
用
し
た
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
が
、
前
職

と
の
絡
み
に
よ
り
着
任
が

遅
れ
た
。
今
後
は
セ
ン
タ

ー
に
町
職
員
を
派
遣
し
、

委
託
事
業
と
し
て
ス
ピ
ー

ド
化
を
計
る
。

意
見
　
法
人
名
が
長
い
。

親
し
み
や
す
い
愛
称
を
募

集
し
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
宣
伝
し
て

も
ら
い
た
い
。（
中
平
議
員
）

質
問
　
今
後
も
町
職
員
を

派
遣
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
（
森
谷
議
員
）

答
弁
　
当
面
は
研
修
派
遣

と
し
て
考
え
て
い
る
。

特
別
職
の
職
員
等
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
「
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
」
の
活
用
制
度

で
協
定
違
反
が
発
見
さ
れ
、

交
付
金
の
返
還
事
案
が
発

生
。
町
長
、
副
町
長
の
給

与
に
つ
い
て
〝
１
０
０
分

の
１０
〞
二
カ
月
減
額
す
る

提
案
が
出
さ
れ
た
。
担
当

し
た
職
員
に
対
し
て
は
不

問
と
の
判
断
が
示
さ
れ
た
。

質
問
　
担
当
し
て
い
た
職

員
に
対
し
て
、
懲
戒
審
査

会
が
不
問
が
妥
当
と
の
判

断
は
い
か
が
な
も
の
か
。

　
　

（
黒
澤
議
員
）

答
弁
　
人
事
院
の
懲
戒
処

分
の
指
針
に
照
ら
し
合
せ

判
断
さ
れ
た
の
で
、
ご
検

討
願
い
た
い
。

質
問
　
過
去
に
こ
の
よ
う

な
事
例
が
あ
っ
た
の
か
。

（
坂
本
議
員
）

答
弁
　
金
額
で
損
害
を
与

え
た
事
例
は
な
い
。
他
の

市
町
村
事
例
に
も
当
て
は

ま
る
も
の
は
な
い
。

意
見
　
損
害
金
額
か
ら
判

断
し
て
妥
当
な
の
か
疑
問

で
あ
る
。

（
坂
本
議
員
）

意
見
　
文
書
で
報
告
し
た

後
、
処
分
案
が
出
さ
れ
る

べ
き
。
　

（
佐
藤
議
員
）

　　耐
震
補
強
が
必
要
な「
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」・
大
規

模
改
造
修
繕
が
必
要
な「
特

養
松
川
荘
」に
、
新
設
が
求

め
ら
れ
る
地
域
密
着
型「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
に
つ

い
て
町
の
方
向
性
が
示
さ
れ

た
。「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
高
齢
者
／
障
が
い
者
（
児

童
）
施
設
仮
称
）」の
移
転

先
と
し
て
、
名
子
の
ス
ー
パ

ー
跡
地
購
入
の
提
案
が
あ

っ
た
。
一
部
か
ら
反
対
意
見

も
出
さ
れ
た
が
、
議
会
と
し

て
お
お
む
ね
了
承
し
た
。

　
町
と
し
て
は
、
９
月
の

補
正
予
算
で
取
得
を
考
え

て
い
る
。

意
見
　
破
産
管
財
人
の
管

理
期
限
が
迫
っ
て
い
る
か

ら
購
入
と
い
う
案
件
で
は

な
い
。
「
特
養
松
川
荘
」

な
ど
、
他
の
福
祉
施
設
の

在
り
方
と
総
合
的
に
判
断

す
る
な
か
で
決
め
る
べ
き

で
あ
り
反
対
で
あ
る
。

（
佐
藤
議
員
）

意
見
　
破
産
し
た
民
間
の

土
地
を
買
う
必
要
が
な
い
。

　

（
川
瀬
議
員
）

太
陽
光
発
電
事
業
施
設
用

地
に
か
か
る
固
定
資
産
税

の
評
価
方
法

　
３０
年
度
か
ら
は
、
国
か

ら
し
め
さ
れ
た
固
定
資
産

評
価
基
準
に
基
づ
き
雑
種

地
の
う
ち
の
「
そ
の
他
の

雑
種
地
」
に
定
め
る
「
近

傍
地
比
準
方
式
」
を
適
用

し
て
認
定
す
る
。
従
来
は
、

造
成
費
相
当
分
を
加
味
し

た
評
価
が
さ
れ
て
な
く
、

県
か
ら
不
適
切
と
の
指
摘

が
あ
り
見
直
し
を
行
う
。

「
近
傍
地
比
準
方
式
」
は
、

①
宅
地
比
準
雑
種
地
②
農

地
比
準
雑
種
地
③
山
林
比

準
雑
種
地
に
分
類
さ
れ
る

が
、
主
と
し
て
宅
地
比
準

の
適
用
を
考
え
て
い
る
。

農
地
・
山
林
比
準
に
対
し

て
は
、
対
象
と
な
る
施
設

を
限
定
し
て
適
用
し
て
い

き
た
い
。

要
望
　
新
し
い
評
価
法
の

説
明
を
受
け
た
が
、
前
回

の
全
員
協
議
会
で
も
要
求

し
た
現
行
の
評
価
法
の
規

定
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。

現
行
の
規
定
の
ど
こ
が
問

題
な
の
か
、
ま
た
県
の
指

摘
事
項
が
ど
の
部
分
に
該

当
す
る
の
か
確
認
で
き
な

い
の
で
、
こ
こ
で
は
協
議

で
き
な
い
。（
黒
澤
議
員
）

質
問
　
比
準
割
合
の
根
拠

の
説
明
を
。（
川
瀬
議
員
）

答
弁
　
鑑
定
を
依
頼
し
た

不
動
産
鑑
定
士
か
ら
の
提

案
で
あ
る
。

説
明
を
受
け
る
も
、

検
討
資
料
な
ど
が

不
十
分
で
あ
り
、

別
途
全
員
協
議
会

を
開
催
す
る
。
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検
討
資
料
不
十
分 

再
度
説
明
を
求
め
た

協
議
事
項

協
議
事
項



○ 賛成　▼ 反対

条　例

H30年度
当初予算

H29年度
補正予算

陳　情

請　願

平成30年第1回定例会議決結果

平成30年第1回臨時議会議決結果

件　　　　　名

請願

指定管理
者の指定

件　　　　　名 結果 内　　　　容

結果

可決

可決

可決

一部
採択

不採択

内　　容

米
山
郁
子

佐
藤
史
人

川
瀬
八
十
治

大
蔵
　
洋

中
平
文
夫

菅
沼
一
弘

黒
澤
哲
郎

坂
本
勇
治

熊
谷
宗
明

米
山
俊
孝

島
田
弘
美

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

特別職の職員等の給与に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

太陽光発電所への対策を講じ、果物の町に
相応しい緑豊かなまちづくりを求める陳情

「緊急事態条項」を新たに憲法に設けない
ことを求める意見書提出に関する請願

一般会計予算

一般会計補正予算(第6回)

町長と副町長の4月・5月給与の
100分の10減額

60億円

82,515千円を減額し6,543,069千円とする

松川町の緑を守る会 代表北原紀子

伊那市民連合代表　曽我逸郎

○▼○○○○○○○○○○○

○▼○○○○○○○○○○○

○▼○○○○○○○○○○○

○▼▼○○○○○○○○○○

▼▼▼▼▼▼○▼○▼▼▼○

条
　
　
　
例 県単位化に伴い改正

地域の良好な景観の保全と町民の安全で安心な暮らしを確保する

鉱泉源の整備に充てるため

設備及び管理に関し必要な事項を定める

行政指導の「処分等の求め」「中止等の求め」の追加

県単位化に伴い改正

平成30年度から32年度までの保険料率の改正

県外の住所地特例適用被保険者への保険料徴収

保育料の額は政令で定める額を限度として町長が定める額とする

先払いから後払い方式に変更

松川町共同福祉施設（生東会館）

83,043千円を減額し1,667,688千円とする

7,700千円を追加し156,185千円とする

7,870千円を減額し1,306,982千円とする

4,350千円を追加し467,802千円とする

220千円を減額し393,737千円とする

10,000千円を減額し534,009千円とする

852千円を追加し15,499千円とする

1億5730万6千円

13億5百万円

12億6330万1千万円

5億8495万2千円

４億6695万８千円

5億2700万円

932万円

子どもの食・農を守る会伊那谷代表　関島百合

収入　2億8731万1千円　支出　2億7734万3千円
収入　1814万7千円　　　支出　1億8672万2千円

収益的　収入　▲87千円　　支出　▲1,166千円　
資本的　収入　▲7,466千円　支出　▲17,311千円

特別給「100分の155」→「100分の157.5」
「100分の175」→「100分の172.5」　人事勧告による

特別給「100分の155」→「100分の157.5」
「100分の175」→「100分の172.5」　人事勧告による　　

●全会一致で議決されたもの

主要農作物種子法廃止に際し、公共財としての日本の種子を保全する
新たな法整備と積極的な施策を求める意見書提出に関する請願

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

採択

特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

松川町行政手続条例の一部を改正する条例の制定について

松川町移住促進住宅の設置及び管理に関する条例制定について

鉱泉整備基金条例の制定について

松川町空家等対策の推進に関する条例の制定について

松川町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

松川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

松川町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

松川町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について

松川町保育園保育料徴収条例の一部を改正する条例の制定について

松川町議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例の制定

松川町共同福祉施設の指定管理者の指定について

国民健康保険事業特別会計補正予算（第4回）

後期高齢者医療特別会計予算（第2回）

介護保険事業特別会計補正予算(第3回)

公共下水道事業特別会計補正予算(第3回)

農業集落排水事業特別会計補正予算(第3回)

保養宿泊施設事業特別会計補正予算(第4回)

発電事業特別会計補正予算(第2回)

水道事業会計補正予算(第3回)

国民健康保険事業特別会計予算

後期高齢者医療特別会計予算

介護保険事業特別会計予算

公共下水道事業特別会計予算

農業集落排水事業特別会計予算

保養宿泊施設事業特別会計予算

発電事業特別会計予算

水道事業会計予算

●多数意見により議決されたもの

○ 賛成　▼ 反対

H29年度
補正予算

件　　　　　名 結果

可決

内　　容

米
山
郁
子

佐
藤
史
人

川
瀬
八
十
治

大
蔵
　
洋

中
平
文
夫

菅
沼
一
弘

黒
澤
哲
郎

坂
本
勇
治

熊
谷
宗
明

米
山
俊
孝

島
田
弘
美

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

一般会計補正予算(第5回) 中山間等直接支払交付金返還○▼○▼○○○▼○○○○○

●多数意見により議決されたもの

平
成
29
年
度
補
正
予
算

平
成
30
年
度
当
初
予
算
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●
国
際
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
感
じ
さ
せ
る
良
い
写

真
だ
と
思
う
。（
他
２
人
）

●
表
紙
は
顔
で
す
か
ら
大

事
で
す
。
※
表
紙
の
説
明

文
が
中
面
に
あ
っ
て
も

●
工
夫
が
感
じ
ら
れ
る
。

分
か
り
易
く
し
よ
う
と
テ

ー
マ
毎
に
構
成
を
変
え
て

工
夫
し
て
い
る
の
は
素
晴

ら
し
い
。

●
南
信
州
ま
つ
か
わ
観
光

局
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
あ
り
、
興
味

を
持
っ
て
読
ん
だ
。

●
観
光
局
設
立
に
つ
い
て

は
、
紙
面
の
よ
う
に
賛
否

あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

取
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
れ

ば
い
い
と
思
う
。
青
年
の

家
が
大
改
修
さ
れ
る
よ
う

で
、
格
安
で
宿
泊
で
き
る

施
設
と
し
て
ま
た
若
年
層

が
滞
在
し
た
く
な
る
仕
掛

け
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
だ
。

●
リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
残
土

処
分
場
・
工
業
団
地
造
成
・

運
搬
車
両
の
問
題
・
開
通

後
の
課
題
な
ど
色
々
な
問

題
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
が
、
ぜ
ひ
住
民
の
立
場

に
た
っ
て
関
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
長
期
間
に
わ
た

る
問
題
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
継
続
可
能
な
組
織
に
。

●
Ｐ
４
の
質
問
で
、
簡
略

し
過
ぎ
て
意
味
不
明
な
部

分
が
あ
る
。（
他
２
人
）

●
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
の

よ
う
に
、
答
弁
の
分
量
と

同
程
度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で

質
問
の
内
容
を
示
し
て
ほ

し
い
。

　●
宮
坂
の
交
差
点
信
号
設

置
は
早
い
方
が
良
い
。

●
Q
＆
A
で
分
か
り
易
い
。

●
ど
う
し
て
こ
の
ペ
ー
ジ

だ
け
構
成
が
横
向
き
な
の

か
が
わ
か
ら
な
い
。
一
問
一

答
形
式
の
方
が
読
み
や
す

い
。
矢
印
を
わ
ざ
わ
ざ
つ

け
な
く
て
も
読
み
や
す
い

形
式
に
し
て
ほ
し
い
。

●
い
ろ
い
ろ
と
議
員
の
皆

さ
ん
が
研
修
す
る
こ
と
は
、

い
い
と
思
い
ま
す
が
、
も

う
少
し
目
的
意
識
を
持
っ

て
、
松
川
町
で
実
現
で
き

そ
う
な
事
を
提
案
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
前
回
と
同
様
、
議
員
の

皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
会

に
研
修
を
受
け
て
い
る
様

子
は
伝
わ
る
が
、
そ
の
先

学
ん
だ
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
活
か
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
の
か
、
そ
の
こ
と

の
ほ
う
を
知
り
た
い
。
研

修
を
終
え
て
即
…
は
困
難

な
の
で
、
数
か
月
後
に
そ

の
研
修
を
活
か
し
た
動
き

が
あ
れ
ば
（
あ
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
）
そ
の
報
告

を
お
聞
き
し
た
い
。

●
報
告
会
で
出
さ
れ
た
住

民
か
ら
の
意
見
や
要
望
は

「
な
る
ほ
ど
」・「
同
感
」
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
に
耳
を
傾
け
真
摯

に
受
け
と
め
、
議
員
の
皆

さ
ん
が
提
言
に
結
び
つ
け

て
く
だ
さ
る
こ
と
で
、さ
ら

に
住
民
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

●
議
会
報
告
会
（
議
会
と

語
る
会
）
に
多
く
の
方
が

参
加
し
た
様
子
。
住
民
か

ら
直
接
率
直
な
意
見
を
聞

く
貴
重
な
機
会
な
の
で
、

も
っ
と
紙
面
を
割
い
て
写

真
で
当
日
の
様
子
・
雰
囲

気
を
伝
え
て
ほ
し
か
っ
た
。

気
楽
に
参
加
で
き
る
雰
囲

気
が
伝
わ
れ
ば
、
来
年
の

参
加
者
増
に
つ
な
が
る
可

能
性
も
あ
る
か
と
思
う
。

●
読
む
ほ
ど
に
町
に
は
多

く
の
課
題
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
多
く
の
町
民
に

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
う
。

●
一
般
質
問
は
議
員
さ
ん

一
人
一
人
の
〝
目
の
つ
け

ど
こ
ろ
〞
に
興
味
を
も
っ

て
拝
見
し
て
い
ま
す
。
そ

の
方
な
り
の
信
条
の
も
と

鋭
い
切
り
口
で
町
政
に
物

を
申
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
期
待
し
ま
す
。

●
素
人
が
モ
ニ
タ
ー
を
お

引
き
受
け
し
て
表
紙
か
ら

最
後
ま
で
目
を
通
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
内
容
が

盛
り
沢
山
で
読
み
終
え
る

と
肩
に
力
が
入
っ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。

〜
〜
編
集
委
員
よ
り
〜
〜

☆
今
回
か
ら
質
問
を
変
え

て
の
ご
意
見
聴
収
で
、
具

体
的
な
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
今
後
も
お
力
添
え
を

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

☆
２
月
２４
日
に
、
モ
ニ
タ

ー
さ
ん
と
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、
議
会
だ
よ
り
に

対
す
る
想
い
を
話
す
機
会

を
設
け
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
と
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
一
致

団
結
し
て
、
よ
り
親
し
み

や
す
い
議
会
だ
よ
り
の
作

成
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
前
号
　
議
会
だ
よ
り
表
紙
1
3
8
号

松川町議会だより No.1392018. 4.15

表
紙
・
紙
面
構
成（
割
付
）

P
4
・
5
の
総
括
に
つ
い
て

P
8
・
9
の
議
会
の
う
ご
き

P
5
・
6
の
委
員
会
だ
よ
り

P
2
・
3
の
特
集
に
つ
い
て

P
10
〜
12
に
つ
い
て

一
般
質
問
・
そ
の
他

138号のご意見
ありがとうございます
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1　熊谷宗明議員 （19ページ）
・住民自治を支える自治体の役割とは
・地域包括ケアシステム構築に向けた
　取り組みは

8　松井悦子議員 （26ページ）
・町内に配られた文書について
・行政財産、普通財産の取り扱いに
　ついて

2　坂本勇治議員 （20ページ）
・行政事務の効率化をどう進めるか
・交通弱者への公共交通の見直しは

3　米山郁子議員 （21ページ）
・企業誘致と既存企業留置を図るため
　には

6　菅沼一弘議員 （24ページ）
・農業後継者対策について

4　川瀬八十治議員 （22ページ）
・固定資産税の見直しは問題である

5　間瀬重男議員 （23ページ）
・子どもの安全をどう守る
・小中学校の教育環境の充実を

7　佐藤史人議員 （25ページ）
・観光振興、防災に力点で、笑顔あふ
　れるまち まつかわになるのか

9　黒澤哲郎議員 （27ページ）
・自治基本条例と行政と住民の関係
　定義について
・この一年町政に臨む町長の姿勢に
　ついて

原田のパラフルな皆さんです。
「原田読書会」としてスタートした地域活動サー
クルで、読書会だけでなく、体操やダンス・歌
と活動のジャンルはいろいろ。
「日赤健康まつり」「清流苑まつり」などのイベ
ントへ出演し活躍中、ステージでは大変身しま
す。練習風景のひとコマでした。

チャンネル・ユー  議会番組のお知らせ

議会の時間放送企画
第３土曜日 午後7時よりを予定していま
すが、月により変更があります。詳しく
は再放送日を含めて、番組表で確認の上
ご覧ください。

第３土曜日 午後7時よりを予定していま
すが、月により変更があります。詳しく
は再放送日を含めて、番組表で確認の上
ご覧ください。

第３土曜日 午後7時よりを予定していま
すが、月により変更があります。詳しく
は再放送日を含めて、番組表で確認の上
ご覧ください。

年 4回の定例会及び各臨時議会における内容、
議会における内容は図書館にて「松川町議会会
議録」としてご覧いただけます。

今 月 の 表 紙

1. 表紙の写真についてのご紹介をするように
しました。

2. 委員会だよりのレイアウトを変更し、内容
を充実させました。（P8、P9）

議会だより改善点

皆さまとつくる議会だより

募　集
★テーマ笑顔の表紙写真と俳句
★議会だよりに対するご意見や疑問などを
　投稿してください。
文字数は300字～400字以内とする。
掲載についての可否に対するお問い合わせ
はご遠慮願います。

お知らせ
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みんなに見守られて（大島神社の花踊り）

熊谷宗明 議員熊谷宗明 議員

介護ロボット（排泄支援）で悩みを解決

（
問
）
少
子
高
齢
化
が
進
み

自
治
会
機
能
が
低
下
し
、

草
刈
り
な
ど
の
共
同
作
業

に
支
障
が
生
じ
て
き
て
い

る
。
小
さ
な
自
治
会
で
は

合
併
し
た
く
て
も
で
き
な

い
状
況
も
潜
ん
で
お
り
、

自
治
会
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
。
住
民
自
治
を
支

え
る
自
治
体
の
役
割
と
し

て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

（
町
長
）
各
自
治
会
へ
の
交

付
金
ア
ッ
プ
や
、
道
路
作

業
員
増
に
よ
る
草
刈
り
の

計
画
を
も
っ
て
い
る
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
ど

こ
で
生
活
し
続
け
る
と
い

う
根
本
的
な
事
案
を
し
っ

か
り
と
地
域
に
入
っ
て
一

緒
に
考
え
て
い
く
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

町
か
ら
自
治
会
へ
依
存
す

る
業
務
を
洗
い
直
し
て
、

代
替
え
策
な
ど
の
検
討
作

業
に
入
っ
て
い
る
。

（
問
）
神
社
の
祭
り
を
支
え

る
奏
楽
保
存
会
が
後
継
者

の
減
少
に
よ
っ
て
危
機
的

状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
先
人
か
ら
脈
々
と
受
け

継
い
で
き
た
貴
重
な
芸
能

は
、
地
域
文
化
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
、
活
性
化

に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ

り
、
将
来
町
を
担
っ
て
い

く
子
ど
も
た
ち
の
愛
郷
心

（
生
涯
学
習
課
長
）
資
料
館

を
中
心
に
、
地
域
に
ど
う

い
っ
た
奏
楽
保
存
会
が
あ

る
の
か
実
態
調
査
を
し
て

い
く
。

（
問
）
第
６
次
総
合
計
画
の

策
定
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
に
頼
ら
ず
、
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

コ
ン
サ
ル
は
人
的
支
援
、

職
員
主
導
に
配
慮
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

を
育
て
大
切
な
資
産
で
あ

る
。

　
こ
う
し
た
伝
統
文
化
の

継
承
の
た
め
に
、
町
を
挙

げ
た
取
り
組
み
を
強
力
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

介
護
機
器
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。

　
１
器
６０
万
円
と
高
額
だ

が
お
よ
そ
１
割
負
担
の
形

で
導
入
で
き
る
よ
う
に
し

て
、
町
独
自
で
４５
万
円
を

上
乗
せ
し
て
２
台
分
、
当

初
予
算
に
計
上
し
た
。

（
問
）
誰
も
が
生
ま
れ
育
っ

た
家
で
最
期
を
全
う
し
た

い
と
願
っ
て
い
る
。

　
在
宅
生
活
へ
の
選
択
は

本
人
と
家
族
の
理
解
、
そ

し
て
何
よ
り
も
心
構
え
が

必
要
と
な
る
。
介
護
の
負

担
軽
減
の
支
援
策
は
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
介
護
教

室
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
旅
行

ま
た
、
介
護
用
品
の
ク
ー

ポ
ン
券
を
出
し
て
い
る
。

　
新
た
に
は
真
空
ポ
ン
プ

に
よ
る
水
洗
の
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
の
導
入
補
助
を

考
え
て
い
る
。
ど
う
し
て

も
在
宅
介
護
の
限
界
点
を

高
め
て
い
く
に
は
、
排
泄

問答

ど
う
支
え
る 

自
治
会
機
能
の
低
下

町
か
ら
自
治
会
へ
依
存
す
る
業
務
を
洗
い
直
す

問答

在
宅
療
養
の
負
担
軽
減
策
は

水
洗
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
導
入
に
補
助
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自宅から目的地まで、行きたい時間に行ける
おいでなんじい　沖縄南城市

坂本勇治 議員坂本勇治 議員

（
問
）
行
政
改
革
の
一
つ
に

効
率
化
は
必
要
不
可
欠
だ
。

仕
事
に
は
必
ず
目
的
が
あ

る
。
今
や
っ
て
い
る
仕
事

の
意
味
を
分
か
ら
ず
に
、

昔
か
ら
や
っ
て
い
た
か
ら
、

上
司
か
ら
言
わ
れ
た
か
ら
、

だ
け
で
仕
事
を
や
っ
て
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
地
方
分

権
で
仕
事
量
が
増
え
る
な

か
、
い
か
に
効
率
を
上
げ

て
い
く
か
が
行
政
業
務
の

カ
ギ
に
な
っ
て
い
る
。

　
昔
は
無
か
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
、
手
書
き
作

業
の
効
率
化
や
、
記
録
媒

体
の
進
歩
に
よ
っ
て
紙
で

の
記
録
や
会
議
の
記
録
は

減
ら
せ
る
は
ず
だ
。
数
千

万
円
も
掛
け
て
Ｉ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
を
入
れ
て
い
る
が
使

い
こ
な
せ
て
い
な
い
気
が
す

る
。
職
員
体
制
や
業
務
の

効
率
化
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
。

（
町
長
）
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
と
い
う
言
葉
も

今
非
常
に
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
か
で
、

役
場
の
体
制
作
り
で
は
産

業
振
興
課
を
産
業
観
光
課

に
、
ま
ち
づ
く
り
政
策
課

や
環
境
水
道
課
を
増
や
し

て
き
た
。
ま
た
第
５
次
総

合
計
画
の
な
か
で
３
０
０

項
目
を
超
え
る
事
務
事
業

を
職
員
と
共
に
見
直
し
、

効
率
化
に
つ
い
て
も
進
め

て
い
る
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務

の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
に
共
通
し

た
住
民
記
録
や
施
設
台
帳
、

地
図
な
ど
の
デ
ー
タ
ー
を

共
有
し
て
、
効
率
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
、
長
野
県
の
市
町
村

が
共
同
で
運
営
し
て
い
る
、

長
野
県
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
。
現
在
、
児
童
手

当
関
係
や
保
育
園
の
入
園

関
係
、
子
育
て
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

十
種
類
程
の
手
続
が
ネ
ッ

ト
で
届
け
出
申
請
が
で
き

る
。

（
問
）
人
手
不
足
は
、
松
川

町
の
職
場
に
魅
力
や
や
り

甲
斐
が
無
い
か
ら
で
は
な

い
か
、
今
の
課
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
労
務
管
理
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
６
つ

の
課
題
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
小
集
団
活
動
の
手
法

を
取
り
入
れ
た
な
か
で
、

各
課
長
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
の
課
題
を
少
人
数
で

話
し
合
い
改
善
し
て
い
く

取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

運
用
方
法
を
議
員
の
皆
様

か
ら
提
案
頂
き
ま
し
て
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

へ
、
ま
た
、
使
い
た
い
時

間
に
予
約
で
き
る
、
と
言

っ
た
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。

交
通
弱
者
の
た
め
の
公
共

交
通
の
見
直
し
は
進
ん
で

い
る
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

高
齢
者
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
は

あ
る
と
思
う
、
効
率
的
で

利
便
性
の
良
い
シ
ス
テ
ム

を
考
え
て
い
き
た
い
が
、

ど
う
い
う
形
で
良
い
の
か

結
論
は
で
き
て
い
な
い
。

（
問
）
広
域
連
合
議
会
で
京

丹
後
市
、
町
議
会
で
も
南

城
市
へ
行
っ
て
の
シ
ス
テ

ム
の
視
察
を
し
て
き
ま
し

た
。
ど
ち
ら
の
シ
ス
テ
ム

も
自
宅
の
前
か
ら
目
的
地

ま
で
、
目
的
地
か
ら
自
宅

（
問
）
経
費
削
減
や
効
率
化

の
提
案
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
活
用
を
提
案
し
続
け

て
い
る
、
す
で
に
全
国
で

は
多
く
の
自
治
体
が
取
入

れ
、
喬
木
村
で
も
始
め
て

２
年
程
経
つ
、
書
類
自
体

は
電
子
化
が
で
き
て
い
る

の
に
、
未
だ
に
紙
で
の
書

類
の
ま
ま
だ
、
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
の
指
示
と
検
討
は
進

ん
で
い
る
か
。

（
町
長
）
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も

大
事
だ
が
、
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
で
、
皆
さ
ん
が
自
分
で

考
え
て
上
げ
て
く
る
の
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

利
用
方
法
や
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
の
面
で
問
題
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問答

行
政
事
務
の
効
率
化
を
ど
う
進
め
る
か

第
５
次
総
合
計
画
で
進
め
て
い
る

や
る
気
が
な
い
の
か

　
　
　
　

知
識
が
無
い
の
か

や
る
気
が
な
い
の
か

　
　
　
　

知
識
が
無
い
の
か

や
る
気
が
な
い
の
か

　
　
　
　

知
識
が
無
い
の
か
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米山郁子 議員

（
問
）
町
長
が
考
え
る
力
強

く
魅
力
あ
る
商
工
業
が
育

つ
ま
ち
づ
く
り
と
は
。

（
町
長
）
商
工
業
で
一
番

に
大
切
な
こ
と
は
、
継
続

し
た
、
安
定
し
た
基
盤
形

成
経
営
を
築
い
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。
地
域
産
業
の

活
性
化
は
私
の
公
約
で
も

あ
る
。
①
農
商
工
の
連
携

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
地

域
産
業
の
新
し
い
芽
を
育

て
支
え
る
。
②
交
流
セ
ン

タ
ー
み
ら
い
の
充
実
を
進

め
活
力
を
生
み
出
す
。
③

産
業
の
新
し
い
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
産
業
創
造
を
図

る
。
④
地
域
経
済
の
循
環

を
促
進
し
て
い
く
。
⑤
地

域
産
業
の
専
門
技
術
者
の

育
成
を
支
援
す
る
。
五
つ

の
公
約
を
基
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

（
問
）
企
業
と
町
と
の
信
頼

関
係
が
と
て
も
重
要
だ
と

考
え
る
。
町
長
は
企
業
ニ

ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）
一
年
間
に
１５
社
か

ら
２０
社
の
企
業
訪
問
を
行

っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
情
報
を
共
有
し
て
い

る
。
行
政
と
の
つ
な
が
り

は
薄
い
が
工
業
が
町
に
与

え
る
波
及
効
果
は
非
常
に

大
き
い
。
行
政
が
い
つ
も

目
を
向
け
て
い
な
い
と
い

け
な
い
。

（
問
）
既
存
企
業
の
情
報
を

各
課
長
と
ど
の
よ
う
に
共

有
し
対
策
を
た
て
て
い
る

の
か
。

（
町
長
）
私
だ
け
が
聞
い
て

も
意
味
が
な
い
。
重
要
な

情
報
が
あ
る
と
き
は
担
当

課
長
を
呼
び
、
一
緒
に
話

を
聞
い
て
い
る
。
問
題
を

ど
う
受
け
止
め
て
、
ど
う

動
か
し
て
い
く
か
が
大
切

で
あ
る
。

（
問
）
既
存
企
業
の
情
報
交

換
や
訪
問
活
動
の
効
果
と

今
後
の
課
題
は
。

（
産
業
観
光
課
）
問
題
と
し

て
人
材
不
足
が
あ
る
。
雇

用
対
策
や
就
業
相
談
の
一

環
と
し
て
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
、
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催
し
、
１２
月
に
は
工
場

立
地
法
の
緑
地
面
積
緩
和

の
条
例
を
制
定
し
た
。
創

業
を
計
画
の
方
に
支
援
事

業
の
補
助
金
制
度
も
あ
る
。

３０
年
度
に
つ
い
て
は
、
町

の
制
度
資
金
の
貸
付
条
件

の
な
か
で
信
用
保
証
料
を

町
が
１
０
０
％
全
額
負
担

し
て
い
く
方
向
で
あ
る
。

況
下
で
は
な
い
。
あ
そ
こ

を
今
の
ま
ま
で
い
け
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た

と
き
に
、
造
成
が
必
要
で

あ
る
。
利
活
用
を
図
る
な

か
で
は
造
成
費
の
削
減
に

な
り
、
入
っ
て
く
れ
る
企

業
に
し
て
も
、
安
く
抑
え

て
い
け
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

（
問
）
松
川
イ
ン
タ
ー
企
業

団
地
の
土
地
は
町
と
し
て

購
入
す
る
の
か
。

（
町
長
）
地
権
者
と
の
話
し

合
い
の
な
か
で
、
地
権
者

の
皆
さ
ん
は
賃
借
で
は
だ

め
だ
、
買
っ
て
ほ
し
い
と

認
識
し
て
い
る
。

（
産
業
課
長
）
地
域
住
民
の

理
解
を
得
て
進
め
る
も
の

で
あ
る
。
確
定
し
て
い
る

部
分
が
少
な
い
。
買
う
か

ど
う
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。

（
問
）
第
一
種
の
農
地
で
あ

る
、
決
ま
っ
た
計
画
が
無

く
て
農
地
転
用
は
可
能
な

の
か
。

（
産
業
観
光
課
）
農
地
転
用

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

町
と
し
て
総
合
計
画
、
国

土
基
本
計
画
、
未
来
都
市

促
進
法
な
ど
で
松
川
イ
ン

タ
ー
企
業
団
地
と
し
て
位

置
づ
け
て
あ
る
。

（
問
）
松
川
イ
ン
タ
ー
企
業

団
地
に
つ
い
て
の
方
向
性

に
つ
い
て
。

（
町
長
）
１０
年
来
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
方
式
で
誘
致
を
す

る
受
け
皿
と
し
て
、
引
き

合
い
が
あ
っ
て
も
進
ま
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
リ

ニ
ア
残
土
の
利
活
用
で
整

地
を
し
、
進
め
て
い
き
た

い
。
力
強
く
、
魅
力
あ
る

商
工
業
が
育
つ
町
づ
く
り

に
繋
が
る
よ
う
な
事
業
を

考
え
て
い
き
た
い
。
ク
リ

ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
な
ど
も
た
く
さ
ん
あ

る
が
、
実
現
に
向
け
て
進

め
て
い
く
、
一
つ
の
方
向

性
と
し
て
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

（
問
）
企
業
誘
致
団
地
と
し

て
必
ず
や
っ
て
い
く
の
か

確
固
た
る
決
意
と
い
う
も

の
が
あ
る
の
か
。

　
も
し
だ
め
な
ら
、
違
う

方
向
に
持
っ
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）
J
Ｒ
東
海
と
の
協

定
、
あ
る
い
は
話
し
合
い

が
済
ん
で
い
る
と
い
う
状

問答

企
業
誘
致
と
既
存
企
業
留
置
を
図
る
た
め
に
は

企
業
と
町
の
信
頼
関
係
が
重
要

自治体名

静岡県

兵庫県

群馬県

茨城県

愛知県

立地件数

40 件

36 件

30 件

26 件

24 件

件数

143 件

85 件

84 件

65 件

58 件

選定理由

本社・自社工場への接近性

工業団地

地価

人材・労働力

国・地方自治体の助成

立地地点の選定理由上位5
（回答企業362社）

平成29年上期（1月～6月期）
工場立地動向調査結果（速報）

立地件数　
　上位5自治体

工場立地で選ぶ理由、選ばれる理由
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川瀬八十治議員川瀬八十治議員

エネルギー源の確保が簡単で、地球にもやさしい太陽光発電

（
問
）
松
川
町
で
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の

導
入
に
対
し
て
、
推
進
を

し
て
き
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い

る
か
。

（
町
長
）
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
方
針
を
、
議
会
で

も
認
め
て
い
た
だ
き
推
進

を
し
て
き
た
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。

（
問
）
五
年
間
も
の
間
、
何

も
問
題
が
無
く
据
え
置
か

れ
て
い
た
の
に
、
な
ぜ
こ

の
時
期
に
見
直
し
を
す
る

の
か
。

（
住
民
税
務
課
長
）
三
年
ご

と
の
見
直
し
に
よ
り
、
適

正
な
評
価
と
す
る
こ
と
が

務
め
と
な
っ
て
い
る
。
前

回
の
時
点
で
は
、
適
正
な

評
価
を
保
っ
て
い
る
と
の

判
断
で
見
直
し
は
行
わ
な

か
っ
た
。

（
問
）
違
法
で
は
無
い
が
、

不
適
切
な
所
が
あ
る
。

　
事
業
者
や
用
地
所
有
者

の
方
々
に
、
き
ち
ん
と
説

明
を
し
た
か
。

（
住
民
税
務
課
長
）
県
か
ら

出
て
い
る
、
固
定
資
産
評

価
基
準
解
説
の
資
料
に
沿

っ
て
行
う
。

　
町
で
は
雑
種
地
の
場
合
、

造
成
費
相
当
分
が
考
慮
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

今
回
の
見
直
し
は
、
農
地

比
準
・
山
林
比
準
が
対
象

と
な
っ
て
い
る
部
分
を
実

施
す
る
。

　

（
問
）
見
直
し
に
つ
い
て
の

説
明
は
さ
れ
て
い
る
か
。

生
田
工
業
団
地
計
画
地
の

地
権
者
の
方
や
、
見
直
し

を
知
ら
ず
に
事
業
を
始
め

た
方
に
も
説
明
が
無
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
良
い

の
か
。

（
産
業
観
光
課
長
）
平
成
２４

年
に
説
明
を
し
た
頃
と
は

違
い
、
現
在
の
状
況
に
な

る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
見
直
し
に
つ
い
て
は

決
定
次
第
、
真
摯
に
地
権

者
の
方
に
説
明
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

（
問
）
見
直
し
を
す
る
法
的

な
根
拠
は
何
か
。

　
そ
の
件
も
説
明
が
必
要

で
あ
る
が
。

（
住
民
税
務
課
長
）
過
年
度

に
遡
っ
て
は
課
税
を
し
な

い
が
、
平
成
３０
年
度
は
見

直
し
を
す
る
年
で
あ
り
、

既
設
の
物
も
含
め
て
見
直

し
と
な
る
。

　
法
的
に
は
、
地
方
税
法

第
３
４
１
条
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

（
問
）
見
直
し
に
よ
り
、
固

定
資
産
税
や
相
続
税
が
増

額
に
な
る
。
こ
の
責
任
は
、

町
に
あ
る
が
ど
う
思
う
か
。

（
住
民
税
務
課
長
）
見
直
し

に
よ
り
、
事
業
者
や
地
権

者
に
は
税
負
担
が
増
税
に

な
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
。

今
後
、
理
事
者
と
検
討
を

し
て
い
く
。

　
増
税
に
つ
い
て
は
、
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

（
問
）
信
義
則
違
反
と
批
判

を
さ
れ
、
訴
訟
問
題
ま
で

発
展
を
し
た
ら
、
町
の
対

応
と
そ
の
費
用
は
ど
う
す

る
か
。

（
町
長
）
事
業
者
や
地
権
者

に
は
責
任
が
あ
る
と
は
考

え
て
い
な
い
。
訴
訟
に
な

ら
な
い
よ
う
に
説
明
を
し

て
、
理
解
を
い
た
だ
く
よ

う
に
努
め
た
い
。

　
訴
訟
に
な
っ
た
ら
ど
う

す
る
か
、
に
つ
い
て
の
対

応
は
今
現
在
で
は
お
答
え

で
き
な
い
。

（
問
）
平
成
３０
年
度
の
太

陽
光
発
電
に
お
け
る
、
税

収
は
４
９
０
０
万
円
と
予

想
さ
れ
る
。

　
見
直
し
に
よ
る
税
収
を
、

き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
る

か
。

（
住
民
税
務
課
長
）
当
初
予

算
に
お
い
て
は
、
前
年
対

比
３
％
増
と
し
て
計
上
し

て
あ
る
が
、
詳
し
い
数
字

に
つ
い
て
は
４
月
に
な
ら

な
い
と
説
明
で
き
な
い
。

（
問
）
今
み
た
い
な
進
め
方

で
、
町
の
優
良
企
業
が
愛

想
を
つ
か
せ
て
出
て
行
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
り
他
の
市
町
村
へ
流
れ

て
し
ま
う
の
で
は
な
な
い

か
。

（
町
長
）
企
業
が
減
れ
ば
、

当
然
法
人
税
も
固
定
資
産

税
も
減
る
。
そ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
今
こ
こ
で
の

お
答
え
は
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（
問
）
し
っ
か
り
と
し
た
審

議
や
検
討
も
無
く
、
拙
速

な
見
直
し
は
、
町
民
や
町

に
意
味
の
あ
る
も
の
な
の

か
。

（
住
民
税
務
課
長
）
平
成
２５

年
度
か
ら
決
め
て
き
た
が
、

今
回
三
年
ご
と
の
見
直
し

で
あ
り
、
次
回
へ
延
ば
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
県
か

ら
の
指
摘
も
あ
り
、
難
し

い
と
判
断
を
す
る
。
理
解

を
求
め
る
。

問答

固
定
資
産
税
の
見
直
し
は
問
題
が
あ
る

三
年
ご
と
の
見
直
し
で
適
正
化
を
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ガードレールの設置が望まれる歩道

間瀬重男 議員間瀬重男 議員

（
問
）
高
森
町
で
２
月
１９
日
、

４
歳
の
園
児
が
園
外
保
育

で
近
く
の
町
管
理
の
多
目

的
広
場
を
訪
れ
て
い
て
、

保
育
士
の
目
が
届
か
ぬ
隣

地
の
墓
地
で
、
墓
石
の
下

敷
き
と
な
り
尊
い
幼
い
命

を
落
と
す
と
い
う
、
痛
ま

し
い
事
故
が
あ
り
大
変
悲

し
い
出
来
事
が
あ
っ
た
。

こ
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て

ど
う
受
け
止
め
た
か
。

（
町
長
）
隣
町
で
の
園
児
の

非
常
に
痛
ま
し
い
事
故
に

対
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
我
が
こ
と
と
し

て
と
ら
え
臨
ん
で
い
き
た

い
。

（
教
育
長
）
他
山
の
石
と
し

て
し
っ
か
り
受
け
と
め
て

い
る
。
常
に
危
険
が
あ
る

こ
と
を
意
識
し
、
危
険
事

は
避
け
て
い
く
気
配
り
が

大
切
だ
。

（
こ
ど
も
課
長
）
事
故
を
受

け
、
翌
２
月
２０
日
に
緊
急

の
園
長
会
議
を
開
催
し
、

今
後
の
町
の
対
応
に
つ
い

て
協
議
し
た
。
安
全
管
理

に
充
分
配
慮
し
、
交
通
安

全
教
室
や
避
難
訓
練
、
不

審
者
防
犯
対
策
な
ど
計
画

的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

や
通
学
路
の
改
良
計
画
に

つ
い
て
は
、
各
課
が
横
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
伊

那
大
島
駅
上
の
県
道
の
カ

ー
ブ
、
歩
道
へ
の
安
全
施

設
整
備
の
考
え
は
。

（
建
設
課
長
）
県
道
で
あ
る

の
で
、
飯
田
建
設
事
務
所

と
一
緒
に
現
地
を
確
認
し

て
対
応
し
た
い
。

（
問
）
新
井
北
部
の
運
動
公

園
入
り
口
の
破
壊
の
ひ
ど

い
空
き
家
に
つ
い
て
、
空

き
家
対
策
条
例
で
対
処
で

き
る
の
か
。
行
政
が
速
や

か
に
対
応
す
べ
き
だ
が
。

（
建
設
課
長
）
何
年
か
前
に

先
輩
課
長
の
皆
さ
ん
が
調

べ
折
衝
や
交
渉
の
関
係
も

報
告
を
し
て
い
る
が
、
今

現
在
は
そ
の
ま
ま
と
い
う

状
況
で
あ
り
、
特
定
空
き

家
に
関
し
て
は
当
て
は
ま

ら
な
い
。

（
問
）
通
学
路
の
安
全
に
つ

い
て
地
域
か
ら
の
要
望
箇

所
の
問
題
点
、
上
片
桐
か

ら
の
通
学
路
、
距
離
も
長

い
名
子
原
中
央
線
原
田
地

区
、
水
路
に
蓋
を
し
て
歩

行
者
優
先
レ
ー
ン
工
事
が

１
０
０
数
十
メ
ー
ト
ル
進

捗
し
た
が
、
今
後
の
改
良

計
画
は
。

（
建
設
課
長
）
危
険
箇
所
に

関
し
て
は
各
学
校
か
ら
の

要
望
が
あ
る
。
安
全
施
設

学
省
よ
り
策
定
が
示
さ
れ

て
い
る
学
校
施
設
の
長
寿

命
化
計
画
を
平
成
３０
年
度

か
ら
実
施
し
、
交
付
金
の

条
件
を
整
備
す
る
。
特
に

中
学
校
に
お
い
て
は
大
規

模
改
修
実
施
に
伴
い
エ
ア

コ
ン
、

ト
イ
レ
の
洋
式

化
な
ど
も
含
め
将
来
計
画

を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
懸
案
の
小
中
学
校
へ

の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ

い
て
、
夏
場
の
学
力
向
上

や
教
育
環
境
を
選
ぶ
な
か

で
、
こ
の
町
に
住
み
た
い

条
件
の
１
つ
に
な
る
と
考

え
る
が
。

（
こ
ど
も
課
長
）
多
額
な
費

用
を
要
す
る
小
中
学
校
に

つ
い
て
学
校
施
設
環
境
改

善
交
付
金
を
使
っ
て
実
施

し
て
い
き
た
い
。
文
部
科

問答

こ
ど
も
の
安
全
を
ど
う
守
る

常
に
危
険
を
意
識
し
避
け
て
い
く
気
配
り
が
大
切

問答

さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
充
実
を

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
の
な
か
で
検
討
し
て
い
く
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菅沼一弘 議員菅沼一弘 議員

後継者のいない農家

遊休農地を利用して農業Ｉターン・法人化の推進

（
問
）
農
業
の
振
興
な
く
し

て
は
、
町
の
発
展
は
あ
り

得
な
い
。
昨
年
は
一
年
を

通
し
て
雨
が
多
く
台
風
も

二
度
続
い
て
き
た
。
天
候

不
順
に
よ
り
、
く
だ
も
の

の
生
産
量
が
減
小
し
た
。

ま
ず
、
問
題
点
と
し
て
農

業
従
事
者
も
高
齢
化
し
後

継
者
が
い
な
い
。
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
だ
け
に
看

過
で
き
な
い
。

（
町
長
）
町
に
は
農
業
が
一

つ
の
大
き
な
基
幹
産
業
に

も
な
っ
て
お
り
、
く
だ
も

の
栽
培
、
１
０
０
年
を
超

え
く
だ
も
の
里
を
大
き
く

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
そ
の

な
か
で
後
継
者
の
問
題
、

高
齢
化
が
進
み
、
大
変
厳

し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は

認
識
を
い
た
し
て
お
り
松

川
町
の
農
業
就
業
人
口
は

近
隣
町
村
に
比
べ
て
も
大

き
い
わ
け
で
す
が
、
そ
う

い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
お

り
ま
す
。

（
産
業
観
光
課
長
）
現
在
、

社
会
全
体
で
す
が
、
高
齢

化
す
る
な
か
に
あ
っ
て
産

業
別
で
は
、
農
林
業
の
高

齢
化
も
非
常
に
高
い
、
農

業
の
人
材
確
保
そ
れ
に
合

わ
せ
て
生
産
基
盤
の
整
備

そ
れ
か
ら
経
営
の
安
定
化

に
向
け
た
対
策
が
必
要
で

す
。

（
問
）
農
業
後
継
者
の
安
定

化
対
策
に
つ
い
て
、
観
光

局
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
と
な

る
「
み
ら
い
」
が
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
が
で
き
た
。
ど

の
よ
う
な
形
で
利
用
で
き

る
か
。

（
産
業
観
光
課
長
）
Ｊ
Ａ
そ

れ
ぞ
れ
連
帯
を
取
り
、
生

産
の
基
盤
づ
く
り
あ
る
い

は
技
術
の
制
度
、
ま
た
訪

問
や
相
談
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。
国
や
県
の
支
援

事
業
で
あ
る
青
年
就
農
給

付
金
、
新
規
就
農
の
里
親

農
振
制
度
も
活
用
し
、
後

継
者
の
確
保
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

（
問
）
豊
か
な
自
然
を
観

光
・
環
境
を
守
る
た
め
に

は
こ
う
し
た
荒
廃
地
が
少

し
で
も
な
く
な
れ
ば
景
観

に
も
つ
な
が
る
、
若
者
が

定
住
で
き
る
よ
う
な
宅
地

が
欲
し
い
と
思
う
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

今
年
度
、
今
回
３
棟
促
進

住
宅
の
建
設
、
改
修
が
終

わ
り
、
新
た
な
所
と
い
え

ば
、国
土
交
通
省
の
敷
地
内

で
、体
験
促
進
住
宅
の
運
用

を
見
て
か
ら
考
え
た
い
。

（
要
望
）
松
川
町
に
は
優
良

な
法
人
の
方
々
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
の
こ
と
今
も
活

躍
さ
れ
て
い
る
。
今
の
法

人
化
の
こ
と
特
産
物
・
特

産
品
の
開
発
な
ど
大
い
に

力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
。

問答

農
業
後
継
者
対
策
・
農
業
耕
作
放
棄
地
の
活
用

基
幹
産
業
は
く
だ
も
の
栽
培
と
農
業
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病気の予防ライン
1日の歩数と中強度の活動が

健康長寿のカギ！

メタボリック
シンドローム
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動脈硬化
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脳卒中
心疾患
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中
強
度

1日の歩数

青栁幸利（医学博士）監修　中之条研究より

佐藤史人 議員佐藤史人 議員

（
問
）
一
般
会
計
予
算
案
は
、

選
択
と
集
中
の
視
点
を
重

視
し
た
と
あ
る
が
、
そ
の

意
味
は
。

（
町
長
）
ど
う
し
て
も
予
算

と
い
う
も
の
は
、
ど
ん
ど

ん
膨
ら
ん
で
い
く
も
の
だ
。

増
や
す
も
の
と
削
る
も
の

を
判
断
し
て
い
く
こ
と
が

自
治
体
の
予
算
編
成
の
基

本
か
な
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
２８
年
度
の
事
業
評
価

と
２９
年
度
の
事
業
見
通
し

を
ど
う
３０
年
度
の
予
算
編

成
に
生
か
し
た
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

予
算
要
求
や
査
定
の
前
に

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
る
。
総
合
計
画
の

事
業
ご
と
に
達
成
状
況
や

課
題
を
整
理
し
て
今
後
の

取
り
組
み
の
方
向
性
を
示

す
こ
と
で
町
長
と
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
際
、
確
認
し
予

算
に
反
映
し
て
い
る
。

（
問
）
役
場
の
職
員
の
採
用

に
あ
た
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
登
録
し
、
求
人
し
な

い
理
由
は
。

（
総
務
課
長
）
正
規
職
員
は
、

登
録
し
て
い
る
。
臨
時
職

員
は
、
場
合
に
よ
る
。

（
要
望
）
失
業
保
険
受
給
者

に
は
、
就
職
活
動
実
績
に

な
る
。
求
職
す
る
人
の
立

場
に
立
っ
た
対
応
を
す
れ

ば
良
い
人
材
が
集
ま
る
と

思
う
。

（
問
）「
６
級
」、
複
雑
か
つ

困
難
な
業
務
を
つ
か
さ
ど

る
課
長
の
職
務
と
は
何
を

指
す
の
か
。

（
総
務
課
長
）
明
確
な
答
弁

な
し
。

（
問
）
第
６
次
総
合
計
画
の

策
定
に
入
る
が
、
４
年
か

５
年
サ
イ
ク
ル
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

３０
年
３１
年
で
策
定
す
る
。

今
の
と
こ
ろ
４
年
を
予
定
。

（
問
）
３１
年
度
、
新
町
長

が
誕
生
し
た
ら
見
直
し
を

す
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

見
直
し
を
す
る
か
、
ど
う

か
は
未
定
。

（
要
望
）
子
ど
も
た
ち
も
含

め
た
町
民
の
多
く
が
参
加

で
き
る
方
法
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
計
画
に
す
る
こ
と
が

大
切
だ
。

　
松
川
イ
ン
タ
ー
企
業
団

地
予
定
地
は
、
現
状
の
一

等
農
地
を
生
か
し
て
、「
住

宅
付
き
の
農
業
ス
ク
ー
ル

と
農
場
」
と
し
て
の
検
討

を
す
べ
き
だ
。

導
入
し
て
い
る
か
ら
と
い

っ
て
当
町
に
そ
れ
が
当
て

は
ま
る
と
は
考
え
て
い
な

い
。

　
自
治
会
で
の
学
習
会
な

ど
一
対
一
の
取
り
組
み
に

重
点
を
お
い
て
い
る
。

（
問
）
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
当
町
で

は
、
検
討
も
必
要
な
い
。

（
問
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体

の
な
か
で
当
町
で
や
れ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
な
い
の
か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
イ
ン
タ

ー
バ
ル
速
歩
は
既
に
実
施
。

「
食
育
の
集
い
」
も
３０
年

度
計
画
し
て
い
る
。
実
際

に
事
業
に
結
び
つ
い
て
い

け
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か
で
、

県
の
元
気
づ
く
り
支
援
金

を
活
用
し
な
が
ら
推
進
し

て
い
き
た
い
。

（
問
）
信
州
Ａ
Ｃ
Ｅ（
エ
ー

ス
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

り
組
み
は
し
な
い
の
で
す

か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
松
川
町

の
１
人
当
た
り
医
療
費
は

７７
市
町
村
中
、
６０
位
。
活

動
量
計
を
採
用
し
て
い
る

駒
ケ
根
市
が
４３
位
。
導
入

や
取
り
組
み
、
ま
た
そ
の

継
続
に
は
相
当
な
労
力
も

必
要
。
ほ
か
の
市
町
村
が

※

「
世
界
一
の
健
康
長
寿
を
目
指
す
信
州
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
」

　
・
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
用
サ
イ
ト…

h
ttp
://ace.n

ag
an
o
.jp

　
・
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク…

@
ace.p

ro
ject.n

ag
an
o

※

問答

第
６
次
総
合
計
画
は
、
ど
う
つ
く
る
の
か

28
年
、
29
年
度
の
事
業
評
価
を
生
か
す

町
に
合
っ
た
も
の
か
ら
実
施
し
て
い
る

問答

信
州
エ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
は
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普通財産（町有林）

行政財産（松川北小学校）

松井悦子 議員松井悦子 議員

（
問
）
近
年
、
普
通
財
産
や

行
政
財
産
の
貸
付
が
さ
れ

る
例
が
何
件
か
あ
っ
た
。

　
地
方
自
治
法
で
は
、
取

り
扱
い
に
関
し
て
、「
一

般
競
争
入
札
、
指
名
競
争

入
札
随
意
契
約
、
せ
り
売

り
の
方
法
に
よ
り
、
締
結

せ
よ
と
あ
る
ど
れ
に
該
当

す
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

地
方
自
治
法
２
３
８
条
の

４
に
随
意
契
約
で
処
理
で

き
る
と
あ
る
の
で
、
町
で

は
そ
の
法
に
沿
っ
て
お
こ

な
っ
て
い
る
。

　
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場

合
に
お
い
て
、
役
場
の
な

か
で
協
議
を
行
い
随
意
契

約
で
決
め
て
き
た
。

（
問
）
随
意
契
約
が
で
き
る

こ
と
は
、
わ
か
っ
て
い
る

が
、
地
方
自
治
法
２
３
８

条
４
で
は
、
公
有
財
産
の

売
却
や
貸
し
付
け
は
該
当

し
な
い
。

　
今
、
公
有
地
の
扱
い
に

つ
い
て
、
国
レ
ベ
ル
で
も

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
売
却
、
貸
付
に
つ
い

て
原
則
と
し
て
は
「
入
札

方
式
」
を
取
る
べ
き
で
あ

り
、
事
情
に
よ
っ
て
「
随

意
契
約
」
と
す
る
場
合
に

つ
い
て
は
、
き
ち
ん
と
し

た
「
取
り
扱
い
基
準
」
を

設
け
、
町
民
誰
も
が
納
得

の
い
く
契
約
と
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
一
部
の
役
場
内
部
の
意

志
に
よ
り
「
随
意
契
約
」

が
行
わ
れ
て
い
る
と
し
た

ら
問
題
だ
。

　
そ
の
た
め
、
他
市
町
村

で
は
「
随
意
契
約
に
よ
る

行
政
財
産
及
び
普
通
財
産

の
貸
し
付
け
に
関
す
る
取

り
扱
い
基
準
」
を
設
け
て

い
る
。

　「
貸
付
相
手
方
と
し
て
、

他
者
が
想
定
さ
れ
な
い
こ

と
。
貸
付
予
定
地
と
し
て

他
の
用
地
が
想
定
さ
れ
な

い
こ
と
。
隣
接
地
の
所
有

者
に
限
定
さ
れ
る
場
合
、

当
該
理
由
を
明
確
に
す
る

こ
と
。」
な
ど
が
う
た
わ

れ
て
い
る
。

　
役
場
内
で
協
議
を
行
っ

て
い
る
そ
う
だ
が
、
何
を

基
準
に
協
議
を
し
、
選
定

を
し
て
い
る
の
か
疑
問
に

思
う
。

（
環
境
水
道
課
長
）
地
方
自

治
法
２
３
９
条
４
の
７
に

よ
り
、
当
該
財
産
の
用
途

ま
た
は
目
的
を
妨
げ
な
い

限
度
に
お
い
て
そ
の
使
用

を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
法
律
を
適
用
し

て
お
り
、
問
題
な
い
と
考

え
る
。

（
要
望
）
問
題
は
あ
る
。

　
地
方
自
治
法
は
、
可
能

だ
と
い
っ
て
い
る
だ
け
で
、

申
込
者
が
あ
っ
た
か
ら
即

随
意
契
約
が
可
能
だ
と
は

言
っ
て
い
な
い
。

　
誰
が
聞
い
て
も
納
得
で

き
る
契
約
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
今
の
ま
ま
で
は
、
町
民

に
ど
う
し
て
あ
の
人
が
借

り
て
い
る
の
か
と
、
不
思

議
に
思
わ
れ
不
公
平
感
を

抱
か
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

　
議
会
へ
も
諮
る
こ
と
な

ど
、
丁
寧
な
選
定
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

　「
随
意
契
約
に
よ
る
行
政

財
産
及
び
普
通
財
産
の
売

却
や
貸
し
付
け
に
関
す
る

定
義
」
が
無
い
の
な
ら
、

早
急
に
整
備
し
て
欲
し
い
。

問答

公
有
財
産
の
売
却
貸
付
、随
契
に
定
義
も
無
い
の
か

地
方
自
治
法
２
３
８
の
４
を
適
用
し
、
随
意
契
約
と
し
て
い
る
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黒澤哲郎 議員黒澤哲郎 議員

（
問
）
ず
っ
と
問
わ
れ
て
い

る
住
民
と
行
政
の
関
係
、

町
の
役
割
、
区
、
自
治
会
、

隣
組
の
役
割
、
住
民
の
役

割
、
自
主
防
災
も
含
め
こ

れ
ら
を
ど
う
考
え
て
い
け

ば
よ
い
の
か
、
ま
ず
は
大

局
的
に
町
の
政
策
も
踏
ま

え
て
伺
う
。

（
町
長
）
行
政
と
区
、
自
治

会
と
の
関
係
、
１０
年
ほ
ど

前
、
自
治
基
本
条
例
、
議

会
基
本
条
例
が
大
き
な
柱

で
う
ね
り
と
な
っ
て
い
た
。

私
も
議
員
時
代
か
ら
質
問

も
し
て
き
た
。
町
の
総
合

計
画
に
も
謳
っ
て
き
て
い

る
が
、
ま
だ
で
き
て
い
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
区
、

自
治
会
、
組
合
と
も
町
づ

く
り
に
と
っ
て
は
重
要
と

考
え
て
い
る
が
明
文
化
さ

れ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で

支
援
団
体
と
い
う
の
が
現

状
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

明
確
化
し
て
い
く
こ
と
は

大
切
、
次
期
総
合
計
画
に

向
け
て
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
て
い
く
。

（
意
見
）
住
民
自
治
活
動
で

あ
る
自
治
会
な
ど
と
行
政

の
関
係
を
定
義
し
て
い
る

自
治
基
本
条
例
と
い
う
も

の
が
あ
る
が
、
当
町
で
は

ま
だ
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。

現
状
、
自
治
活
動
で
は
あ

る
け
れ
ど
行
政
と
の
関
係

は
深
く
、
町
は
補
助
金
を

出
し
た
り
、
住
民
要
望
は

会
の
適
正
な
規
模
を
示
す

編
成
指
針
な
ど
を
町
が
作

成
す
る
と
か
、
何
か
手
を

打
っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ

る
。
　

区
や
自
治
会
が
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
関
係
は
毎
年
の

慣
例
で
行
わ
れ
て
い
る
だ

け
で
、
ど
こ
に
も
確
た
る

定
義
や
規
定
は
な
い
の
で

あ
る
。
町
は
都
合
の
良
い

よ
う
に
区
や
自
治
会
を
使

っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

る
。
こ
の
曖
昧
な
関
係
で

あ
る
か
ら
、
町
民
が
助
け

を
求
め
て
も
、
自
治
活
動

だ
と
都
合
が
良
い
よ
う
に

「
町
は
支
援
団
体
、
み
ん

な
で
考
え
て
ほ
し
い
」
な

ど
と
い
う
答
弁
が
返
っ
て

く
る
の
で
あ
ろ
う
。
住
民

の
力
で
は
何
と
も
な
ら
な

い
の
で
町
に
訴
え
て
い
る

の
だ
。
こ
れ
か
ら
２
年
か

け
て
作
る
次
期
総
合
計
画

に
謳
う
の
で
は
い
つ
に
な

っ
た
ら
や
る
の
か
？
ま
た

先
送
り
で
は
な
い
か
と
言

い
た
い
。今
、区
や
自
治
会
、

組
合
も
再
編
成
し
な
け
れ

ば
や
っ
て
い
け
な
い
時
期

に
来
て
い
る
と
思
う
。
せ

め
て
自
治
会
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
か
、
組
合
や
自
治

（
問
）
新
年
度
を
迎
え
る
に

当
た
っ
て
こ
の
１
年
、
現
状

を
捉
え
町
政
に
ど
う
向
き

合
っ
て
い
く
の
か
町
長
の

姿
勢
を
伺
う
。

（
町
長
）
私
自
身
に
と
っ
て

も
残
す
と
こ
ろ
後
1
年
と

な
っ
て
き
た
。
掲
げ
て
き

た
公
約
、
総
合
計
画
に
沿

っ
た
事
業
の
執
行
、
ま
た

働
き
方
改
革
、
福
祉
施
設

の
問
題
、
太
陽
光
、
リ
ニ

ア
の
残
土
問
題
な
ど
し
っ

か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

（
意
見
）
著
名
な
政
治
家
の

言
葉
に
「
改
革
は
政
治
家

で
な
い
と
で
き
な
い
、
役

人
・
職
員
に
は
で
き
な
い
」

と
あ
る
。
職
員
は
最
前
線

で
頑
張
っ
て
い
る
が
改
善

は
で
き
て
も
身
を
切
る
改

革
は
難
し
い
。
改
革
は
町

長
の
役
目
で
あ
る
。
も
っ

と
足
元
を
見
て
自
ら
動
く

べ
き
で
は
。

問答

今
、自
治
会
・
隣
組
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る

み
ん
な
で
考
え
て
ほ
し
い

問答

諸
課
題
に
ど
う
向
き
合
う

前
を
向
い
て
頑
張
っ
て
い
く

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
区
、自
治
会
、隣
組
が
大
変
だ
、「
町
で
も
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」

と
の
声
が
盛
ん
に
聞
か
れ
、
近
年
、
議
会
で
も
私
を
含
め
多
く
の
議
員
が
質
問
に
立
っ

て
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
高
齢
者
世
帯
で
は
使
役
や
会
費
の
問
題
で
退

会
す
る
方
が
増
え
、ど
ん
ど
ん
組
合
員
が
減
り
、組
長
や
、自
治
会
役
員
が
す
ぐ
に
回
っ

て
く
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
役
員
が
で
き
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
退
会
す
る
方
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
数
も
減
り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や
育
成
会
の
活
動
も
自
治
会
割
り

で
は
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
未
加
入
者
や
、
脱
会
へ
の
対
応
な
ど
町
は

ど
ん
な
対
応
を
し
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？
切
実
な
声
が
あ
る
な
か
、
な
か
な
か
動

か
な
い
現
状
に
し
び
れ
を
切
ら
し
、
あ
ら
た
め
て
今
回
も
質
問
し
て
み
ま
し
た
。



　
「
果
実
が
た
く
さ
ん
実
る
地
で
、

果
実
に
囲
ま
れ
た
中
に
あ
る
家
で
、

果
実
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
働
き
生
き

て
い
く
。」

そ
ん
な
未
来
予
想
を
し
た
頃
が
あ
り

ま
す
。

　
思
い
を
馳
せ
２４
歳
の
時
に
決
断
を

し
信
州
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
東
京

で
過
ご
し
た
子
ど
も
の
頃
に
指
折
り

数
え
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
が
、
青

い
空
に
木
々
の
緑
の
香
り
、
音
を
立

て
て
流
れ
る
川
へ
キ
ャ
ン
プ
に
行
く

こ
と
で
し
た
。

　
た
く
さ
ん
妻
と

語
り
合
い
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
と
よ

い
人
生
が
送
れ
る

地
を
探
し
、
い
く

つ
も
の
選
択
の
果

て
に
た
ど
り
着
い

た
の
が
、
私
た
ち

に
と
っ
て
お
と
ぎ

の
国
の
よ
う
な
ま

つ
か
わ
町
で
し
た
。

　
そ
し
て
今
、

果
実
が
た
く
さ
ん

実
る
地
で

果
実
に
囲
ま
れ
た

中
に
あ
る
家
で

果
実
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
働
き
生
き

て
い
ま
す
。

現
実
に
実
っ
た
の
で
す
。

　
ま
つ
か
わ
町
に
根
を
張
り
始
め
て

１３
年
に
な
り
ま
す
。
今
や
私
た
ち
に

と
っ
て
楽
園
の
地
で
す
。
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
か
わ

町
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
を
受
け

入
れ
て
い
た
だ
い
た
、
ま
つ
か
わ
町

の
た
く
さ
ん
の
関
係
す
る
方
々
に
大

変
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
未
来
予
想

を
し
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
行
動

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
3
月
定
例
議
会
が
終
わ
り
、
新
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
南
信

州
ま
つ
か
わ
観
光
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い
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と
思
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ま
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町
民

の
ご
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か
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。（
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）
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佐藤　史人
米山　郁子
（部　員）
熊谷　宗明
坂本　勇治
大蔵　　洋
川瀬八十治
  

米山　詩乃
北林　　悠
中平　香織
米山　美香

広 報 部

I Have a Dream!I Have a Dream!I Have a Dream!

タイトルの「I Have a Dream」は、ノーベル平和賞を受賞したキング牧
師の演説の一節。 職と自由を求めたこの有名な演説は、公民権運動に
大きな影響を与え、未来を切り開いた。

私には夢がある
未来に羽ばたく若者●子どもたち

松川少年サッカークラブ

桑
園
東
部
　
櫻
井
　一 

樹
・あ
や
の・
朝
陽
・
野
乃
香

未
来
予
想

（編集委員会）

サッカーを楽しみながら多くの仲間と交流し、試合を
経験する中で挨拶ができ、感謝の気持ちを持てるよう
な子どもたちの育成を目指しています。

【第2・4（土）、第3（日）１３時～１６時　中央小グラウンド】

議会だよりのバックナンバーは公式ＨＰにてご覧になれます。 松川町　議会だより
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